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ご あ い さ つ
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Our Company
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会社名 トステム株式会社

TOSTEM CORPORATION

設立 2001年10月1日

本社所在地 〒136-8535 東京都江東区

大島2丁目1番1号

取締役・監査役 取締役社長　　　　菊池　光男

取締役副社長　　　後藤　安雄

専務取締役　　　　小川　康彦

専務取締役　　　　竹野　恭二

取締役（非常勤） 潮田健次郎

取締役（非常勤） 飛田　英一

取締役（非常勤） 水谷千加古

常勤監査役　　　　三浦　忠明

監査役　　　　　　阿部　眞一

監査役　　　　　　雪竹　弘久

資本金 346億円（2004年3月31日現在）

従業員数 11,914人（2004年3月31日現在）

売上高・経常利益

会社名 株式会社INAXトステム・ホールディングス
TOSTEM INAX HOLDING CORPORATION

設立 1949年9月19日

本社所在地 〒105-6240
東京都港区愛宕2丁目5番1号　
愛宕グリーンヒルズMORIタワー40F

資本金 681億円

INAXトステムグループ トステム株式会社
トステムガーデニング株式会社
トステムSD株式会社
トステム建鐵株式会社
セキュリティトステム株式会社
株式会社ROOF TOSTEM
株式会社INAX
トステムビバ株式会社
東洋エクステリア株式会社
トステム鈴木シャッター株式会社
トーヨーサッシ建材商事株式会社
トステムマネジメントシステムズ株式会社
ジャパンホームシールド株式会社
株式会社トステムハウジング研究所
トステムホームウェル株式会社
イーアールエー・ジャパン株式会社
ITマネジメントコンサルティング株式会社
INAXトステム・ファイナンス株式会社
ITインフォメーションシステムズ株式会社
ITビジネスサービス株式会社
INAXトステム・ビルリモデリング株式会社
株式会社21世紀住宅研究所
株式会社アイフルホームテクノロジー
ブライトホーム株式会社
ジーエルホーム株式会社
ゴーイングホーム株式会社
ワンダーホーム株式会社
株式会社クラシス

2001年10月、トステム株式会社と株式会社INAXは経営統合し、純粋持株会
社INAXトステム・ホールディングスによるグループ経営体制をスタートさせ、トス
テムはINAXとともにグループ傘下の中核事業会社となりました。INAXトステ
ムグループは高品質な住宅を建てるために必要なあらゆる住宅建材・設備とノ
ウハウを総合的に提供する「トータルハウジング」という独自のビジネスモデル
構築を目指しています。
グループ全体では、住宅建材・設備の製造・販売、ビル建築資材の製造・販
売・施工、さらにホームセンター事業、工務店・リフォーム店・不動産のフラン
チャイズチェーン事業、専門店ネットワークなど、幅広く事業展開しています。
持株会社INAXトステム・ホールディングスは、2004年10月1日よりグループ事
業の領域を示す「株式会社住生活グループ」に社名を変更します。
http://www.ithd.co.jp/profile/default.htm

※2002年3月期の業績は、INAXトステム・ホールディングス（旧トステム）の2001年
4～9月間と事業会社トステムの2001年10月～2002年3月間の合算値

■売上高 ■経常利益

※印は代表取締役

※

※
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サッシは、住まいの外観デザインやインテリア、暮らしの快適さを決める大切なアイテム。

住まい全体を考えたトータルな視点で、色やサイズ、デザイン、開閉方式、採光、採風、使

い勝手、防犯、断熱、遮音など、さまざまな機能とデザインを採り入れた商品を数多くお

届けしています。

住まいの顔である玄関は、デザインはもちろん防犯、安全、採光、断熱、気密、使い勝手

など、さまざまな機能と性能が求められます。住む人にやすらぎと安心を与え、訪れる人を

温かく迎えるために、意匠性に富みしかも機能や性能に優れた玄関ドア・引戸を開発して

います。

住宅設備機器事業の中心となるのが、システムキッチン、システムバスルーム、洗面化粧

台などの水まわり商品。デザイン、バリエーションの豊富さだけではなく、使う人の年齢や

体力、体型なども考慮し、家族全員が安心して使えるように、パーツの一つひとつにまで

細心の配慮をしています。

住空間をトータルに演出し、快適な暮らしを提案するための内装建材を「リビング建材」と

位置づけ、充実を図ってきました。デザイン性はもちろん、機能面でも防音・換気機能を備

えた室内ドア、バリアフリーを考えた自動開閉引戸、夜はセンサーで感知して自動的にラ

イトがつく階段など、暮らしに役立つ商品を豊富にラインナップしています。

自然と共生するゆとりある暮らしを提案するために、住む人のライフスタイルに合わせたエ

クステリア商品を豊富にラインナップしています。住宅の外観を演出する外壁材は、色や

質感にこだわるだけでなく、耐候性や施工性に優れた商品を開発しています。

トステムが考える最も進化した高気密・高断熱住宅のかたち。それがトステム独自のスー

パーウォールパネルと、それを用いた高気密・高断熱・高耐震住宅工法の「スーパーウォ

ール工法（SW工法）」です。「部屋の上下、部屋間の温度差が小さい」「空気がきれい」

「地震や台風に強い」という性能を持った住宅建築を可能にしました。

トステムの製品は、日本を代表する多くのビルに採用され、その卓越した技術、意匠性は、

海外においても高い評価を得ています。また、マンション分野では室内空間をトータルに

提案し、システマチックに一括提案する「インフィル事業」により、非木造住宅においてもト

ータルハウジングを推進しています。

さらにトステムでは魅力的な店舗ファサードを演出する店舗用建材を豊富にラインナップ。

全国各地のコンビニエンスストアやファーストフード店をはじめ、さまざまな店舗で採用され

ています。

SW工法 

省エネルギー 音が静か 

空気がきれい 
地震や 
台風に強い 

温度差が小さい 

Our Company
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●長寿命化、高機能化商品を開発します。

●シックビル、シックハウス抑制商品を開発

します。

●次々世代省エネ基準適合化商品を開

発します。

●高リサイクル商品を開発します。

●事業活動の全段階において環境影響

を適正に評価し行動します。

●全社環境委員会を中心として組織的な

継続的改善と汚染の予防を実施します。

●全段階において法およびその他関連要

求事項を遵守し行動します。

●活動の実績について定期的に点検・見

直しをおこないフィードバックを掛けます。

●従業員の環境への意識改革のため教

育訓練および啓蒙活動を実施します。

●環境の取り組みに関する情報公開を積

極的におこないます。

1

2
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environment

当社では、ISO14001に基づく環境

マネジメントシステム（EMS）を全事業に

おける環境活動の基盤としています。全

社を、商品の開発設計段階の「商品領

域」、資材調達段階の「購買領域」、製

造・輸送段階の「生産領域」、施工段階

の「工事領域」、販売段階の「営業領域」、

そして本社機能の「管理領域」の6領域

に分け、全員参加型の活動を推進して

います。また、PDCA（Plan→Do→

Check→Action）サイクルを回すことで、

継続的な改善を進めています。
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商品本部　技術管理室
室長
木寺 康

購買本部
課長
坂井 幸治郎

生産本部　技術統轄部　
部長
武蔵 義昭

TLC事業統轄部　工事技術部
部長
吉田 保孝

営業人事総務部
部長
牧野 隆司

総務部
部長
石島 伸一

03年度は、「全商品開発テーマに対する

商品アセスメントの実施」を最重点課題と

して掲げ、計画通り100％実施することが

できました。

「商品アセスメント」とは、商品開発にお

ける起案・企画・設計・試作の4段階で、

「HL設計」「3R設計」「PF設計」という3つ

の視点から従来商品と比較・評価する仕

組みであり、その結果をISO規格に準拠し

て策定した社内基準に照らし、今年度は4

商品にタイプ 環境ラベルに相当する「商

品エコラベル」の表示を行いました。

今後は、LCAの手法を活用しながら、既

存商品の環境適合化およびエコプロダク

ツの新規開発をさらに促進していきます。

当社だけでなく、取引先とも協力して環

境活動を進めるために、「グリーン調達制

度」の定着を目標としてきました。

品質、コスト、納期、サービスに加えて

環境への配慮も選定基準であることを取

引先に伝えると同時に、ISO14001の認

証取得を奨励しています。また、03年度に

は新規の取引先に対し、契約締結時に

制度説明とアンケートを実施して、意識の

浸透を図りました。その結果、ISO14001

認証取得率とグリーン調達制度の実施率

が向上しました。

購買の業務に密着した環境活動を行う

ために、今後はより徹底したムダの排除を

目標にしていきます。

生産領域では中期計画に基づき、環境

設備の導入を行っています。コ・ジェネレ

ーションによるCO2排出量削減、研究開

発部門と協働して開発した技術による化

学物質削減は大きな成果が上がっており、

目標達成の見込みがつきました。しかしゼ

ロエミッションの達成には、雑多な廃棄物

のリサイクルが課題として残っており、目標

に達していない事業所への支援などが必

要だと考えています。

継続的な改善には、人材の育成も不可

欠です。環境技術者だけでなく、保全や

液管理、材料等の技術者も育成していく

生産領域独自の人材育成プログラムを推

進し、各事業所で活動を行えるよう基盤

を固めています。

03年度は、環境活動の基盤をつくり、

スパイラルアップする年と位置づけました。

「全員による組織的活動・継続的改善に

よりEMS活動を維持・向上し、環境にや

さしい工事活動を推進します」という活動

方針のもと、廃棄物の徹底した分別、各

拠点の事例を紹介し合う仕組みづくり、領

域事務局による活動・改善状況の把握と

普及を実施。各拠点ごとのリサイクルルー

トの確立に苦労しましたが、アウトソーシ

ング先を含めた全員が活動の意義を理解

し、努力してきたと考えています。

今後は、さらなる廃棄物の排出量低減

を目指し、法令・条例の遵守だけでなく、

ステークホルダーの皆様のご意見なども

把握して、対応を強化していきます。

営業領域は、全236拠点、約8,000名

という大きな組織です。そのため、環境活

動の定着だけでなく、地域ごと、支店ごと

に活動にばらつきが出ないよう、チェック

体制の構築も目標としてきました。CO2排

出量削減のために電力、ガソリン使用量

の削減に取り組んだり、内部監査員を養

成し、各支店に配置しています。

活動の裾野は広がりましたが、各営業

社員は環境マネジメントシステムを完全に

は把握できていないと考えています。その

ため、04年度は教育体制を充実させ、デ

ータや情報の管理手法をシステム化する

ことが課題です。また、お客様からの環境

に対する要望を収集し、環境配慮型商品

の開発や販売に生かしていきます。

本社ビルでは、約2,000名の社員が勤

務しており、ISO14001の仕組みをいかに

個人レベルにまで認識させ、定着させるか

を念頭に置いて活動を進めてきました。

各フロアに環境担当者を配置し、環境活

動の遵守度をチェックする環境パトロール

を月1回実施することで、全員参加の環境

活動に取り組んできました。省エネについ

ては、照明・空調用動力電力の削減など

の節電ルールを徹底し、総電力を02年度

比8.1％（640MWh）削減できました。

今後は、水使用量の削減や、OA機器

のリサイクルによる廃棄量削減を重点的

な目標として活動を継続していきます。
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environment

環境マネジメントシステムの維持管理・スパイラルアップ
ISO14001全社一括認証対象事業所の拡大

環境会計の全社展開と精度の向上
会計DBシステムの確立
物量DBシステムの運用
内部監査員を累計1,700名養成
主任監査員の養成プログラム立ち上げ
イントラネットを利用した環境基礎教育の実施
商品アセスメントの定着
LCA手法の習得
モデル的なケーススタディの実施
商品エコラベル表示商品2件以上
カタログの環境配慮仕様への切り替え

CO2排出量を02年度比3％削減

CO2排出量を02年度比1％削減

CO2排出量を02年度比1％削減

CO2排出量を02年度比2％削減

リサイクル率を90％に向上
廃棄物排出量を02年度比8％削減
廃棄物排出量を02年度比10％削減

事業所廃棄物の分別維持管理100％
全事業所の産業廃棄物排出量の管理
工業用水（トイレ洗浄水）の使用量を02年度比14％削減
廃棄物の排出量を4％削減
コピー用紙の使用量を5％削減
有害化学物質の排出移動量を02年度比30％削減

自主的土壌調査の実施
ISO14001取得取引先の拡大
グリーン調達実施取引先の拡大
取引先の環境評価点向上
社外への自社環境活動の積極的発信

社内における環境コミュニケーションの推進

環境マネジメントシステムの充実
（ISO14001更新審査）

環境DBMの展開（DBM完成）

環境教育の活性化（教育体系の確立）

商品アセスメントの実用化
LCAの導入・展開

タイプ 環境ラベル表示商品の上市
カタログの環境適合化

生産工場 CO2排出量を07年度までに90年度比6％削減

工事拠点

営業拠点 CO2排出量を01年度比1%以上削減

本社ビル CO2排出量を01年度比5%削減

生産工場 03年度末にリサイクル率100%達成
廃棄物排出量を06年度までに01年度比半減

工事拠点 廃棄物排出量を06年度までに01年度比半減

営業拠点 分別の徹底維持管理
産業廃棄物排出量の把握

本社ビル 資源有効利用の推進
不燃廃棄物排出量を02年度比5％削減

有害化学物質の環境中への排出移動量の削減

土壌保全管理体制の構築
調達に関わるムダ排除の推進

社内外との積極的な環境コミュニケーションの推進
（情報発信／情報受信）

03年度は、環境活動の経営基盤を

固めるため、ISO認証取得事業所の拡

大、環境パフォーマンスの実績を把握

するDBシステムの運用等を開始しまし

た。

商品開発では「タイプ ラベル」

を表示した4つの環境配慮型商品を発

売。廃棄物に関しては全工場ゼロエミ

ッションという目標は達成できませんで

したが、再資源化率が02年度より8％

向上し91％となり、10工場3物流拠点

でゼロエミッションを達成しました。化

学物質管理では、木質建材のホルムア

ルデヒド放散量をF☆☆☆☆に全面的

に切り替え、生産工程においてはジク
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10事業所の組み入れにより国内全社一括システム化完了
全348事業所に対する内部監査の実施
ISO14001サーベイランス審査の実施
2003年度環境会計監査および環境パフォーマンス監査の実施
環境会計DBシステムの開発（04年8月運用開始予定）
物量DBシステムの運用開始および2次開発
内部監査員累計1,058名養成
主任監査員の養成プログラムの実施47名修了
イントラネットを利用した教育プログラムの導入開始
全開発テーマに対する実施率100％
製品LCA委員会（産業環境管理協会主管）への参画
LCIA特別研究会（日経BP社主管）への参加
商品エコラベル認定商品4件
全体の92％について切り替え完了
→再生紙利用／印刷方法見直し／インク・接着剤切り替え
CO2排出量を02年度比1％削減
→コ・ジェネレーション設備導入／省エネルギー活動の推進
CO2排出量を02年度比22％削減
→拠点の集約／業務効率化／節電管理／アイドリングストップ
CO2排出量を02年度比3％増加
→人員数増加による使用量の増加
CO2排出量を02年度比8％削減
→節電管理／エレベーター動力の運転効率の向上
リサイクル率を91％に向上
廃棄物排出量が02年度比8％増加
廃棄物排出量を02年度比25％削減
→回収梱包資材再資源化／分別の徹底
事業所分別維持管理100％実施
全事業所の産業廃棄物排出量の管理
工業用水（トイレ洗浄水）の使用量を3％削減
廃棄物の排出量を2％削減
コピー用紙使用量を9％削減
有害化学物質の排出移動量を02年度比22％削減
→OEM製品の取り込みにより一部増加
対象16事業所の調査を実施
02年度の36.2％から42.0％に向上
02年度の26.6％から25.0％に低下
02年度の平均73.3点から75.7点に向上
2003年版環境報告書の発行
自社HPでの環境取り組み状況の公開
日経エコロジーへの環境広告掲載
エコプロダクツ展への出展
社内報に環境啓発ページを連載
イントラネット上で環境情報ページ運営

環境マネジメントシステム維持管理・スパイラルアップ

04年度環境会計監査とパフォーマンス監査の受審
環境会計DBシステムの運用・月次データの把握
物量DBシステムの運用および3次開発
内部監査員を累計1,500名養成
主任監査員養成プログラム2期生の養成
イントラネットを利用した教育プログラムの全部門展開
商品アセスメントの実効性向上
評価実施テーマ4件以上

商品エコラベル表示商品8件以上
カタログボリュームの削減

CO2排出量を03年度比3％削減

CO2原単位の維持（07年度目標達成のため）

CO2排出量を03年度比1％削減
DB集計精度の向上
CO2排出量を03年度比1％削減

04年度末にリサイクル率100％達成
03年度比14％（8千万トン）削減
03年度比3％削減

マニフェスト管理の徹底
DB集計精度の向上
03年度比15％削減
産業廃棄物排出量を6％削減
コピー用紙03年度比を7％削減
有害化学物質の排出移動量を03年度比20％削減

すべての対象事業所の自主的土壌調査完了
環境負荷の少ない原材料・資材の優先購入
資源有効利用に寄与する調達の実践
調達物流の効率化
社外への自社環境情報の積極的開示

社内向け情報発信新規ツールの企画

ロロメタンの使用量を前年度比で約

35％低減し、断熱用ウレタン発泡に使

用されていたフロンの水処方への切り

替えを完了しました。

04年度は、全工場ゼロエミッションを

目指すとともに、自社商品に付随して発

生する端材・廃材を回収、リサイクルす

るために、広域再生利用認定の取得へ

向けて準備を進めていきます。

また、環境配慮型商品の開発とグリ

ーン調達を促進し、商品のライフサイク

ルにおける負荷を低減していきます。さ

らに、社外に対して自社の環境情報を

積極的に公開していく仕組みを構築し、

社会とのコミュニケーションを促進して

いきます。

…目標を達成 …目標未達成
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今年度は、環境保全にかかったコスト金額が48億円（設備投

資額13億円、減価償却費5億円、経費30億円）に対して、経済

効果金額は13億円でした。設備投資は、天然ガス燃料転換設

備、排水処理設備、汚泥処理設備工事、その他の環境設備増

設により増加しています。経費は総額でほぼ前年並みですが、02

年度は全社一括で環境ISO14001の認証取得を行ったため、管

理活動コストが前年度と比較して減少しています。環境保全活

動にともなう経済効果は、省エネ活動や有価物売却活動の推進

と、03年度から市中アルミスクラップ購入差額を計上したことに

より増加しました（注）。また、エネルギー使用量が02年度に比較

して減少したのは、全社的な省エネ活動、子会社工場の一部閉

鎖および生産高の減少などが要因です。

単位：百万円

環境保全コストの分類

1）事業エリア内コスト
内 ①公害防止コスト
訳 ②地球環境保全コスト
③資源循環コスト

2）上・下流コスト

3）管理活動コスト

4）研究開発コスト

5）社会活動コスト

6）環境損傷コスト
合計

2002年度
設備投資 経費 合計
455 2,225 2,680
253 500 753
117 253 370
85 1,472 1,557
26 37 63

0 285 285

10 387 397

0 37 37

0 15 15
491 2,986 3,477

2003年度
設備投資 減価償却費 経費 合計
1,223 464 2,262 3,949
330 138 458 926
811 206 327 1,344
82 120 1,477 1,679
0 0 29 29

0 0 246 246

97 32 398 527

0 0 18 18

0 0 32 32
1,320 496 2,985 4,801

主な内容

主たる事業活動により事業エリア内で生じる環境負荷を抑制するための環境保全コスト
公害（大気、水質、土壌、騒音、振動、地盤沈下など）防止のために必要な投資および経費
温室効果ガスの排出抑制、省エネルギーなど地球温暖化防止のために必要な投資および経費
事業エリアから出る廃棄物の減量化、処理、リサイクルのために必要な投資および経費
グリーン購入など事業エリアの上流側で発生する環境負荷の抑制、および会社が販売した
製品、容器包装などの使用・消費・廃棄などにともない事業エリアの下流側で発生する環境負
荷を抑制するために必要な経費
環境マネジメントシステムの構築、運用、認証取得のための経費、および環境に関する
社員への教育・啓発に必要な経費
環境保全に関わる製品の研究開発、製品の製造段階、物流段階および販売段階における
環境負荷抑制のための研究開発に必要な投資および経費
自然保護、緑化などの環境改善対策のための経費、環境保全を行う団体、地域住民の行う環境活動
などへの寄付、支援、情報提供などの社会的取り組みのための経費、環境情報の公表のための経費
汚染負荷量賦課金、土壌汚染調査費など

単位：t-CO2
2002年度 2003年度

環境負荷 削減率 環境負荷 削減率
削減量 削減量

CO2 21,768 6.2% 25,498 7.6%

単位：百万円
2003年度
金額

329

414

586
1,329

2002年度
金額

311

325

258
894

効果の内容

1）省エネによる費用削減等
（電力料・燃料費・上下水道料等の節減額）
2）リサイクルにより得られた収入
（有価物売却益）
3）リサイクルによる消耗材料費削減額等

合計

エネルギー使用量内訳 2003年度
ガソリン 1,200S
軽油 1,972S
水（生産用） 5,282,995m3

水（その他） 1,006,089m3

営業部門電力 32,167MWh
環境負荷総量（CO2換算） 20,397 t-CO2

2002年度 2003年度
電力 391,884MWh 383,335MWh
A重油（低硫黄） 46,769S 45,183S
灯油 7,301S 6,705S
LPG 11,183 t 9,187 t
LNG 0 t 4,033 t
環境負荷総量（CO2換算） 328,751 t-CO2 321,710 t-CO2

単位：百万円
2003年度

環境負荷削減量（CO2換算） 24,665 t-CO2 20

11工場、44子会社、7物流センター、購買部門、研究開発部門、管理部門
2003年4月1日～2004年3月31日
①環境設備投資の集計範囲：環境負荷を低減する目的で当期に取得した設備、
機械などの償却資産の当期取得価額を集計しています。
②費用は発生主義で計上しています。減価償却費は03年度から計上しています。
③環境損傷コストの汚染負荷量賦課金は、公害健康被害補償予防協会に対する
一般的な納付金です。
④環境保全効果は、環境保全対策が実施されなかった場合と比較した削減量を
CO2換算値で計上しています。
⑤環境保全対策にともなう経済効果には、推定計算を含むみなし効果は含めてお
りません。

温室効果ガス：806.4円/t-CO2（ヨーロッパの温室効果ガス取引市場2004年5月
の気配値）

環
境
会
計
お
よ
び
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

第
三
者
検
証
を
お
願
い
し
た
中
央
青
山
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
認
証
機
構
取
締
役
副
社

長
の
井
上
壽
枝
さ
ん（
右
）と
上
席
審
査

員
の
西
山
久
美
子
さ
ん（
左
）

市中アルミスクラップをリサイクルすることは、アルミ製錬に必要となる大量の電力使用量を
削減することにつながります。トステムでは、経済的なメリットだけでなく環境保全活動の一
環として、市中アルミスクラップを原材料として使用することを推進しています。03年度から
アルミインゴットを購入する際の金額を市中アルミスクラップに置き換えた差額を経済効果
とし、計上しました。※03年度アルミスクラップ購入数量35,000t
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環境と経営を両立させるためには、経

営トップの思いや各領域での積極的な

活動はもちろん、社員一人ひとりの環境

への意識を持った活動が必要不可欠で

す。当社では社員の意識改革を促すた

め領域・目的別に環境教育活動を行っ

ています。

当社の教育体系は、環境基礎教育・

環境専門教育・経営層に対する教育と

いった3つの階層に分けられます。基礎

教育では全社員を対象に一般教育・新

入社員教育・環境設計基礎教育を実施

し、専門教育では全社対象の内部環境

監査員養成教育や各領域対象の環境

技術者教育など、目的に合わせた教育

を実施しています。経営層に関する教育

は、環境経営の重要性・今後の環境対

策の方向性など、経営層の環境に対す

る意識と理解の向上を図っています。

「TENシステム」（イントラネット上で社員

教育の受講が可能な電子教育システム）

を導入し、全社員を対象に一般教育を実

施しています。03年度は、全国の営業社

員約2,000名を対象に実施しました。

商品開発部門の新入社員を対象に、

地球環境問題の実態や環境活動などを

踏まえた環境設計基礎教育を実施して

います。この基礎教育を通じて、環境に

配慮した商品設計の基礎知識を身につ

け、商品の開発に携われるようになるこ

とを目的としています。（04年3月末時点

での修了者数：145名）

内部監査員の充実と全社員の環境

に対する意識の向上を図るため、継続

的に教育・啓発活動を行ない、各職場

における継続的な環境パフォーマンスの

改善へ挑戦しています。

また、生産領域・工事領域における

EMS活動のさらなる飛躍展開を目的に

主任監査員制度を導入しました。主任

監査員教育では、内部環境監査の監査

リーダーとしての資格に相当する知識・

技術・資質を習得するための集合研修

など、より実践的な教育を行っています。

（04年3月末時点での内部監査員教育

修了者数：1,058名、主任環境監査員

教育修了者数：47名）

商品開発部門の設計者を対象に、法

律内容・各部門での取り組み・再商品

化義務にともなう委託料の支払い・識

別表示義務にともなう容器類への材質

表示等の実施要領を決め、社内展開で

きるよう教育を実施しました。（04年3月

末時点での修了者数：152名）

生産部門における環境活動のレベル

アップを目的に行われる、年4回のプロ

グラム。環境問題の本質を理解し、環

境法令および環境技術など必要不可欠

な知識を兼ね備えた上で環境マネジメ

ントシステムに則り、リーダーシップを発

揮できる人材を育成しています。（04年3

月末時点での修了者数：200名）

エコファクトリー（EF）大会は、その年

度の生産部門における優秀な環境活動

を選抜して行うもの。経営トップに直接

活動成果を報告することができ、環境管

理活動のさらなる質的向上を促す場と

なっています。今年度は、CO2削減対策

として設備投資を行ったコ・ジェネ設備

導入や全員参加型の廃棄物削減活動

など、この10年間の活動の成果があら

われる大会となりました。

10回目を迎えたEF大会

経営層に 
対する教育 

環境専門教育 

環境基礎教育 

一般 
教育 

新入社員 
教育 

環境設計 
基礎教育 

領域対象 
教育 

全社対象 
教育 
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現在日本国内に流通している化学物

質は約7～8万種といわれ、中でも有害

とされる化学物質については関連法令

も数多く施行されています。

当社では有害な化学物質に対し、環

境関連法令・指針・基準、その他の情

報・知見などから管理すべき物質を選定

しています。

選定された化学物質は、法令での基

準や有害性、使用量などから3段階にレ

ベル分けされ、環境リスクがより高いも

のから着実に削減する姿勢で取り組ん

でいます。また、使用後の排出削減も視

野に入れ、特定化学物質のゼロエミッ

ションを目標に取り組んでいます。

2003年2月に「土壌汚染対策法」が施

行されたことを受け、全工場を対象に土

壌汚染リスク管理を行い、法規制物質

への意識の向上と規制外物質も「自主

的」な管理を行っています。

土壌汚染対策については、各部署が

連携し、情報を共有しながら全社的に

取り組んでいます。また、調査の結果に

応じて情報の開示と適切な浄化措置を

行っています。

※許可なく輸入や製造をしてはいけない物質

（各レベルに設定されている化学物質の種類は「管理対象化学物質2003年版」による）

情報を
共有して連携

調査結果の開示

情報公開

02年度に引き続き、「特定物質及び

特定施設を有する工場」と「PRTR法届

出対象工場」に該当する16工場に対し、

聞き取り調査および簡易調査を実施し

ました。

簡易調査の結果、土壌ガスから対象

物質が検出された工場については、詳

細調査を実施し、土壌汚染の有無を確

認しました。詳細調査では揮発性物質

は検出されず、汚染のおそれがないこと

を確認しました。

また、対象工場の中で聞き取り調査

を実施したところ、前所有者による敷地

内埋設物の情報があり、これに対し簡

易調査を実施し、埋設物の鉛化合物と

六価クロムの環境基準外が確認されま

した。確認された場所はコンクリート舗

装されているため汚染の拡散は問題あ

りませんが、行政へ報告の上、自主的に

土壌入れ替えによる浄化措置を実施し

ました。

04年度は対象工場の調査を完了し、

継続監視および予防措置を重点的に実

施していく予定です。

トリクロロエチレン
土壌ガス調査で

検出
不検出 観測井にて

継続監視中

規制対象物質 簡易調査結果 詳細調査結果 措置・対応

鉛化合物 表層土壌調査で
検出

環境基準内
（使用実績なし）

行政へ報告
敷地全体の調査により
再確認の予定

ジクロロメタン 土壌ガス調査で
検出

不検出 観測井にて
継続監視中

鉛化合物および
六価クロム化合物

前所有者の
埋設物を確認　

環境基準外
（敷地内）

行政へ報告
（汚染拡散の問題なし）

自主的に
土壌入替浄化措置を実施
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環境設計の取り組み方として、HL設計・3R設計・PF

設計といった3つの環境設計指針を定めています。

新商品の環境性能が、従来の商品と比較して改善さ

れているかどうかを総合的に判定する「商品アセスメント」

を実施しています。

商品アセスメントでは、まず「テーマ起案・企画・設

計・試作」の各開発工程において、約70項目ある環境性

能項目をまとめたチェックリストを用い、個別評価を行い

ます。そして最終段階では、①省エネ・快適設計②長寿

命化③リデュース④リユース・リサイクル⑤有害物質対策

⑥情報提供の6つの項目で、個別評価の結果を総合的

に評価しています。
「高機能」は省エネルギーのため
の性能追求や、自然エネルギー
の有効利用をすること。「長寿命」
は、長く使うための高耐久化・メ
ンテナンス性を向上させることな
ど。「プラス側面の向上」を通じて、
建物の資産価値を高めることを
目指しています。

「リデュース」は、軽量化や減容化
を通じて原材料や生産エネルギ
ー、商品使用時の消費エネルギ
ーなどを削減すること。「リユース」
は、商品や部品を再使用するこ
と。そして「リサイクル」は、原料と
して再利用するための易分解･分
別性向上や再資源化しやすい材
料を使うこと。3Rを通じて、ムダ
を減らし、資源を最大限有効に
利用することを目指しています。

生産時や使用時、廃棄時に、人
の健康や環境に負荷がかかるフ
ロンやVOCなどの「有害物質の
削減」と、非塩ビ化や難処分物
質使用削減といった「処理リスク
の削減」を通じ、安全で安心な商
品を提供します。

［HL設計］

［PF設計］

［3R設計］

1 2

省エネ・快適設計

情報提供 長寿命化

有害物質対策 リデュース

リユース・リサイクル

新たに開発する商
品の環境適合性の
目標を設定します

評価項目ごとに従
来商品と比較して
点数をつけ、個別
評価を行います

個別評価の結果を
6つの項目で総合
的に評価します

総合評価が従来商
品を上回った商品は、
環境配慮型商品と
位置づけられ、商品
エコラベルを表示
することができます
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SWT60
（構造体パネル）
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当社では、2003年10月以降に発売された環境配慮型

の新商品について、商品エコラベルによる環境性能表

示を行っています。

商品アセスメントにおいて、チェックリストの総合評価

結果がすべて従来商品を上回った新商品は、環境配慮

型商品と位置づけられ、「商品エコラベル」の表示を行っ

ています。

この制度は、自社基準・自己宣言型の「タイプ 環境

ラベル」に相当するもので、ISO14021（自己宣言による

環境主張）に準じています。

商品エコラベルを表示する媒体は、商品カタログ、ポ

スター等販促資料、環境報告書、社外・社内ホームペー

ジ等です。また、特長説明、アセスメント実施時期の表

示もあわせて行っています。

03年度までに発売した

商品のうち、商品エコラ

ベルを表示した環境配慮

型商品は、「シンフォニー

（複合サッシ）」「レフィノ（バ

スルーム）」「リコステージ

（ウッドデッキ）」「SWT60

（構造体パネル）」です。

環境配慮型商品の具体例については、P.19～をご覧ください。

トステムでは、2004年2月から、梱包段ボールの印刷を環境にやさしい植物性インクに順次
切り替えています。また、印刷面積を縮小し、インクの使用量の削減に取り組んでいます。
インク切り替え完了時には、現在使用している油性インク1.8t／月から、植物性インク
1.35t／月となり、月あたりのインク使用量を25％削減することができます。
植物性インクを使用した新段ボールへの切り替えは、2004年9月までに全30工場で完了

する予定です。

断熱複合サッシ「シンフォニー」出窓
（シンフォニ－ウッディ総合カタログより）

TOPICS

3

シンフォニー
（複合サッシ）

リコステージ
（ウッドデッキ）

レフィノ（バスルーム）

写真（上）が従来品。写真（下）が植物性インクを使用した新段ボール

商品エコラベルには、3
つの環境設計指針の中
で最も特長となる環境性
能を表示しています

商品アセスメントの実施
時期を商品エコラベルの
近くに記載しています

特長となる環境性能について、具体的な説明を行っています
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シンフォニー 従来商品 
environment

サッシ商品部

シンフォニーの最大の特長である優れた断熱性は、アルミと樹脂を一体化させ
た「アルミ・樹脂複合構造」と、12mmの空気層を持つ「複層ガラス」によって確
保されています。さらに、「気密フィン」を採用することで気密性が向上し、内部結
露を抑える防露効果が高まりました。

鋼板の出窓屋根の表面に親水性の塗料を塗ることで、出窓屋根に汚
れがつきにくく、雨水とともに表面の汚れが流れ落ちるため、防汚性能
が向上しました。

従来商品は、アルミと樹脂をカシメ構造で接着していた
ため分離が困難でした。シンフォニーでは、ねじ止め構
造とすることで使用後の分離性を向上させました。

商品によって異なっていた基本構造や主要部の寸法
などを共通化する「共通プラットホーム設計」で、総部
品点数を約30％削減することができました。

現在、出窓のテーブル板はＦ☆☆☆☆の規制対象外ですが、今後トス
テムでは、F☆☆☆☆の基準に対応していきます。

シンフォニーの開発にあたって、企画段階から商品アセス
メントを実施しています。カタログは「シンフォニー」だけでも年
間10万部印刷しています。そのため、リサイクル紙や有害な
成分を含まないソイインクを使用し、環境への配慮を行って
います。また、商品にどのような環境配慮がされているのかを、
お客様にご理解いただけるよう解説ページに商品エコラベル
を掲載しています。

耐候性・耐久性に優れた
アルミ形材を使用

熱の伝わりにくい
樹脂形材を使用

優れた断熱性を確保する、
空気層12mmの複層ガラス

防露効果の加わった
気密フィン

VE推進
プロジェクト

従来の出窓では、屋根鋼板の錆や汚れが目立ちました。
そこで、シンフォニーの出窓は、防錆効果の高いガルバリウ
ム鋼板に防汚処理を施した仕様に変更しました。これによ
って耐食性・防汚性が向上し、出窓の長寿命化を図りまし
た。また、出窓は引違い等のサッシと比較して形状が複雑
なため、アルミと樹脂を分離できる構造にするのに苦労しま
した。
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アルミと樹脂の「断熱複合サッシ」は、住宅
での使用段階において暖冷房負荷を軽減す
る省エネルギー効果があります。しかしその一
方で、製品の部材量が増えることにより、より
多くの資源を消費し、環境負荷が増えるとい
う側面も抱えています。
そこで、「産業技術総合研究所LCA研究セ
ンター」が開発した被害算定型環境影響評価
手法「LIME」を用い、断熱複合サッシとアルミ
サッシそれぞれについて、各ライフステージに
おける資源消費負荷(入力量)と環境排出負
荷(出力量)を分析・評価しました。

断熱複合サッシは、住宅の標準的な使用
期間30年に対応して、およそ4年を超えた時
点でアルミサッシの環境負荷を下回ることが
分かりました。また、環境影響度の高いCO2
排出量だけで見ると、2年を超えた時点で下
回ることとなり、環境配慮型製品としての十分
な優位性を確認することができました。
しかし一方で、製品の使用部材量の増加

にともない、製造において34％もの環境負荷
が増加していることも分かりました。
この課題に対しては、エネルギーを多量に
消費する素材、特にアルミ材の使用量削減と
市中アルミスクラップ材の原材料活用が非常
に有効であると考えられるので、今後の対策
として取り組んで参ります。

※今回の検証は、「日経BP環境経営フォーラム事務局」企
画・運営による「LCIA特別研究会」において、「産業技術
総合研究所LCA研究センター」の指導のもと実施しました。

次世代省エネルギー基準評定モデル（2階
建／延床面積149.06m2／開口率20.92％）
※「アルミ」「硬質PVC」「ガラス」のみに限
定して調査

［資源採取・素材製造ステージ］
・社内データに産総研提供のインベント
リ原単位を乗じて算出

［製品製造ステージ］
・エネルギー消費量にインベントリ原単

位を乗じて算出
※NOx、SOx、ばいじん、CODは実測定
濃度をもとにした

［輸送ステージ］
・輸送車両の平均燃費をもとに、以下の
条件で算出

①資源採取→素材製造
インベントリ原単位の中に包含

②素材製造→製品製造
10t車両／平均積載率80％／平均輸
送距離100km

③製品製造→使用
10t車両／平均積載率60％／平均輸
送距離200km

④使用→廃棄・リサイクル
4t車両／平均積載率60％／平均輸送
距離100km

［使用ステージ］
・想定住宅…次世代省エネルギー基準評
定モデル（2階建／延床面積149.06m2／
開口率20.92％）
・想定暖冷房機器…エアコン（局所暖冷

房、COP：3.0）
・暖冷房負荷計算…SMASH ver.2
・家族構成…4人（夫婦＋子供2人）
［廃棄・リサイクルステージ］
以下の設定で算出
・アルミ…回収業者に売却され、二次合
金メーカーにて再生地金に
・硬質PVC、ガラス …最終処分場に埋
立て

TOPICS

Life Cycle Assessmentの略。製
品の生産から廃棄まで一生涯での
環境負荷を評定する手法です。
ISO14040sで規定されています。

各ステージの環境負荷項目に環境影響度に応じて割り出された係数を
乗じて、単一指標化すること。「LIME」は統合化の手法のひとつで、統合
化された環境負荷は「統合化コスト」として「円」単位であらわされます。

断熱複合サッシでは、製造ステー
ジ（9.9％）と使用ステージ（90％）
における環境負荷が圧倒的に大
きいことが分かります。

暖冷房エネルギー消費に関わる使用期間30年でのCO2排出量は
アルミサッシの67.1 tに対して断熱複合サッシの場合は56.6 tとなり
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エネルギー
資源

項目（単位：kg） 素材製造 製品製造 輸送 使用
（30年間）

廃棄・
リサイクル

資
源
消
費
負
荷

環
境
排
出
負
荷

鉱物資源

大気系

水系

土壌埋立

「LIME」を用いてインベントリデータを統合化し、算出され
た環境負荷をアルミサッシと比較しました。
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レフィノの開発にあたりテーマとなったのは、デザイン面での形
状、イメージを壊さずに、浴槽の満水容量を低減することでした。
充分にくつろげる空間を残しながら、不要な部分を削除するため
に、人間工学に基づきデータ上で人体模型を使用し、原寸大モ
ックを製作して実際に体験入浴を行い検証しました。
結果、トステムにとってこれまでにない斬新なデザインでありな

がら、1,600サイズなどの一般的なサイズで5R、ワイド浴槽に至っ
ては90Rの容量を低減できる浴槽ができあがりました。これは、毎
日お風呂に入るご家庭にとって膨大な節水量になるとともに、環
境的にも大切な水資源の節約につながります。
これからも、環境にやさしく、お客様が満足できるバスルームを
開発していこうと思います。

environment

バスルーム
商品部

レフィノでは、企画段階から節水を考慮した商品開発を行いました。入浴時
の快適性を維持しながらも、ワイド浴槽では従来商品と比較して、浴槽満水
容量を90R（20％）削減することができました。

「スイッチ+スプレーシャワー」
を使用することで、ボタンひとつ
で水を出し止めできます。ボタ
ンなしのシャワーと比べ、4人家
族で約40R/日の節水効果があ
ります。

「断熱サンドイッチパネル」は、
断熱性と強度を兼ね備えた3層
構造の壁パネルで、浴室の暖
かさを逃がしません。従来商品
と比較して3.6倍の断熱効果が
あります。

水洗カウンター、洗面カウンター、防
水パン補強部材等を含め、従来商
品より部品点数を25％以上削減
し、部品の標準化を図っています。

表面の化粧鋼板と裏面の
補強鋼板の間に断熱材を
サンドイッチしています。

従来の浴槽　440R レフィノ 350R

レフィノは、外の寒さを浴室内
に伝えにくくする断熱サッシを選
択することができます。外気が
5℃という条件で断熱シミュレー
ションを実施した結果、20分経
っても室内の温度変化を約2～
3℃に保つことができました。

一
般
サ
ッ
シ（
単
板
ガ
ラ
ス
）

断
熱
サ
ッ
シ（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
※
）

初期室内温度：28.0℃
外気温度：5.0℃

12 14 16 18 20 （℃）

※シンフォニーに関してはP.19をご覧ください。
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エクステリア事業部
商品開発部

商品企画部

リコステージの開発にあたり特に力を入れたのは、人工木材の

耐候性の向上です。従来のデッキで使用している天然木は、使用

1年程度で色が褪せ、5年を過ぎると腐りはじめてしまうため、どうし

ても定期的なメンテナンスが必要でした。

リコステージでは、実際に商品を使用するお客様の立場に立ち、

メンテナンスに手間のかからないウッドデッキを実現するために、樹

脂配合した人工木材の開発に取り組みました。

その際課題となったのは、木質感の出し方と樹脂が入ることで

起きる滑りやすさの解消でした。まだ技術が確立されていない状況

の中で、人工木材の特長や欠点を手探り状態で見極め、商品の

特長をつくり込んでいくことにとても苦労しました。しかし、新しい表

面処理技術や断面形状の開発に成功することで、ねらい通りの質

感と耐候性を実現することができました。
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リコステージ 従来商品 
environment

従来の天然木製品では、色褪せによる美観の低下や腐食しやすい
等の問題があったため、樹脂を加えた人工木材を採用しました。特
に表層部には高耐候性の樹脂を使用し二層構造とすることで、色褪
せを抑えカビが発生しにくい商品とすることができました。これにより、
表面保護塗料の塗り替えなどの定期的なメンテナンスを大幅に減ら
すとともに、長寿命化を実現しました。

リコステージの原材料である木粉は、他の木製品
の加工時に発生する端材からつくられているので、
木材資源の有効利用に寄与しています。

木粉入りの「高耐
候樹脂」を使用。カ
ビや色褪せ、くすみ
が発生しにくい高
品質な人工木を採
用しています

製品をつくる際に出た端材を
廃棄せず収集します

集めた端材を廃棄せず粉
砕して、リコステージの原
料として使用しています

樹脂を配合し強度・
耐久性が向上
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従来の断熱材には、オゾン層破壊係数の小さい「代替フロン」を使用してい
ましたが、SWT60 構造体パネルでは、地球温暖化対策も考慮し、オゾン
層破壊係数0、地球温暖化係数1の炭酸ガスを使用した「ノンフロン発泡ポ
リウレタン」を使用しています。
※当社では、2003年12月に全商品について代替フロンからノンフロンへの切り替えを完了しています。

シックハウス対策も考慮したSWT60 構造体パネルはホルムアルデヒ
ド放散量が最も少ないＦ☆☆☆☆等級のOSBを採用しています。

SWT60 構造体パネルを使用したSW工法住宅は、ノンフロン化にも
関わらず従来商品と同等の高断熱および高気密性能を維持し、次世
代省エネルギー基準に適合しています。

SWT60 構造体パネルでは、使用する面材を従来商品のMDF
からOSBに切り替えました。その結果、公的機関におけるパネル
強度試験において、従来商品をさらに13％上回る最大耐力を発揮
し、耐震性が一般在来工法の約2倍であることが実証されました。

特定フロン
（CFC11）

代替フロン
（HCFC141b）

ノンフロン
（炭酸ガス）

オゾン層
破壊係数

1

0.11

0

4,000

630

1

地球
温暖化係数

SW工法開発部

パネルを構成する木材やウレタンといった材料は、環境諸条件（温

湿度等）に影響を受けやすい性質を持っています。特にノンフロンウレ

タンは環境にやさしい反面、従来の代替フロンウレタンに比べて寸法

安定性などの面で扱いがとても困難な材料といえます。

今回、パネルに使用するウレタンのノンフロン化にあたり、パネルの

変形を抑え構造のバランスをどうとるかが最大の課題となりました。最

終仕様の決定に至るまでには長い試行錯誤が続き、開発部門だけで

はなく、製造部門、研究開発部門をはじめ関連部署とも協働体制をと

り開発に臨みました。

その結果生まれたのが、ウレタンの両面をOSBと呼ばれる構造用パ

ネルでサンドイッチする構造です。従来商品に比べてさらに強度が上

がり、地震対策としても効果を発揮します。お客様の安心を考えた

「SWT60 」は、開発者として自信を持ってお薦めできる商品です。

（財）日本住宅・木材技術センターによる強度試験データより

OSBとは、構造用の板材。
木材を切削して細長いチ
ップ状にしたものを直交
するように積層し、接着剤
で再構成した後、熱圧縮
成形等を行いボードとして
成形したもの
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environment

当社は、多くの購買先からさまざまな

原材料・部品・設備等を日々購入してい

ます。この購買活動にともなう資源採取

や素材・部品製造といった上流での環

境負荷を抑制するために、2001年4月に

「トステムグリーン調達基準」を策定しま

した。

これをもとに、環境負荷がより少ない

原材料・資材の調達に向け協働の体制

をつくり上げ、購買先への働きかけを進

めてきました。

また、このグリーン調達に「徹底的な

ムダの排除」という視点を加えることで、

より通常の業務と密着した活動として捉

えなおし、購買・商品開発・生産・物流

といった部門の連携により、部品種類

の削減、要求品質の適正化および調達

物流の効率化などへの取り組みにつな

げています。

購買先のISO14001の認証取得は、

グリーン調達における評価基準のひと

つです。03年度までに42.0％の購買先

が認証を取得しています。

また、「グリーン調達基準書」に定めた環

境保全活動に関する評価は、ISO14001

の認証を取得していない購買先も含め

て平均75.7点となり、環境への取り組

みが前年度以上に進んでいることが確

認できました。

なお、新規に取引を開始する購買先

に対しては、契約締結時にグリーン調達

基準を説明し、アンケートに回答してい

ただくことで、取り組みの状況を把握し

ています。

ISO14001の認証を取得している

購買先独自でグリーン調達を実施している

レベルⅠ物質 41種類

レベルⅡ物質 63種類

省資源、省エネ等の関係法令に適合

特定化学物質が削減されている

環境配慮設計がなされている

リサイクル可能である

当社の環境活動を理解し協力してくれる

環境関連法令・規制を理解し遵守している

※当社が図面により仕様を決定する場合…主に「取引先環境評価リスト」の結果を優先
※購買先が仕様を決定する標準品の場合…主に「調達品評価リスト」の結果を優先

「グリーン調達
基準書」（左）
と「化学物質
管理ランク指
針」（右）
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［省エネ］

生産活動のあらゆるプロセスで、排出される
CO2を抑制しています。意識改革・作業改善
から設備・プロセスの改善まで、地球温暖化
防止に向けた省エネ活動を行っています。

生産工場では、分別回収を徹底し、3Rを基
本に廃棄物品目ごとの削減対策を実施して
います。多くの部門が協働し、廃棄物の分
別・リサイクルを推進しています。

PRTR法に基づく、指定化学物質の管理と
排出量の削減を進めています。また、環境
に配慮した商品を優先的に購入するなど、
環境に大きな負荷を与える有害物質の削減
に向けた取り組みを行っています。

［PRTR・化学物質管理］［リデュース・リユース・リサイクル］

25

environment

S
S

S

※集計対象：前橋・下妻・大生郷・
有明・久居の5工場

※集計対象：綾部・須賀川・玉川の3工場

※集計対象：名張・吉見・一関・栗沢の4工場

※集計対象：岩井・成東の2工場
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当社では、生産活動における環境負荷の低減だけでなく、お客様への
納品時や施工現場で発生する廃棄物を回収し、リサイクルする仕組みづく
りを進めています。国・自治体の認可を受けて、「拡大生産者責任」の考え
に沿って、施工現場で発生する断熱構造体パネル・サイディング・梱包材
などの廃材を回収し、社内リサイクルや社外委託リサイクルを行い、さらな
る資源循環の取り組みを進めていきます。また、配送段階における梱包廃
材の発生抑制もあわせて推進しています。

TOPICS

アルミドロス 廃苛性

アルミ端材 セメントスラリー

シートつき木屑 FRP端材

施工現場

販売店

木屑端材 廃プラスチック

RDF（固型燃料）
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environment

2002年4月から2008年3月までの6年

間で、国内工場でのCO2排出量を、90

年度比6％削減という目標を設定してい

ます。この目標の実現に向け、03年度

は重油からクリーンなエネルギーである

LNGへの転換やコ･ジェネレーション設

備導入などの「ハード面」と、意識改革

や作業改善などの「ソフト面」の両面か

ら、省エネルギー活動を推進しました。

「生産工場において定常的に発生す

る産業廃棄物を100％リサイクルするこ

と」を「ゼロエミッション」と定義し、03

年度末までにゼロエミッションの達成

と、07年度の排出量を01年度比で半

減するという目標を設定し活動をしてき

ました。

03年度は、生産量の増加や集計範

囲の拡大で廃棄物の総排出量が増加

しました。また、埋立処分量は削減しま

したが、全工場ゼロエミッションは達成

できませんでした。ただし3月末時点で、

ゼロエミッション達成工場は10工場、

90％以上達成した工場は11工場を数

え、全体で8％向上させることができま

した。

廃棄物においては、埋立処分量の半

分以上を木屑・廃プラスチックが占めて

いるため、これらのリサイクルが重要な

課題となります。今後は、05年度3月末

までに全工場ゼロエミッション達成の目

標を新たに設定し、活動を進めていき

ます。

（千t）

99 00 01 02 03 07 （年度）
（集計範囲：36工場・13物流センター）

（集計範囲：36工場・13物流センター）

19,719 38
6,751 13
6,466 12
5,263 10
4,569 9
3,550 7
2,642 5
769 1
447 1
298 1
1,886 4

木屑
廃プラ
廃アルカリ
汚泥
ガラス屑／陶磁器屑
金属屑
紙屑
廃油
廃酸
コンクリ－ト屑類
その他

排出量（t） 内訳（％） 再資源化量（t） 再資源化量（t） 埋立処分量（t）内訳（％）
4,044
653
0
0
0
0
0
0
0
0

175

12,991
3,004
6,247
3,741
3,803
3,512
2,154
326
445
298
1,313

2,684 28
3,094 32
219 2
1,522 16
766 8
26 0
351 4
443 5
2 0
0 0

547 6

Recycle
Recycle

（千t） （％）

99 00 01 02 03 05 06（年度）
（集計範囲：36工場・13物流センター）

■産業廃棄物排出量（千t）■埋立処分量（千t）●リサイクル率（％）
※リサイクル率は有価物を含めて算出しています

（単位：MWh）

99 00 01 02
（年度） （年度） （年度） （年度）

（下記の4つのグラフの集計範囲：36工場・13物流センター）

（単位：s）

99 00 01 02 03

（単位：s）

99 00 01 02 03

（単位：千m3）

99 00 01 02 03
（年度）

（単位：t）

99 00 01 02 0303
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化学物質の管理は、有害性の高

い化学物質および取扱量の多い化

学物質を優先的に削減する姿勢で、

取り組みを進めています。

03年度は、特にジクロロメタンの

削減対策に重点を置き、木質製品の

化粧シートの接着剤変更により、前

年度比で約30％削減することができ

ました。

また、HCFC-141b（代替フロン）は、

パネル製造におけるポリウレタンの

水処方を全工場に展開し、03年度

末に使用を全廃しました。

今後も、取り組み優先物質の全廃

と有害物質の排出極小化に取り組

んでいきます。

（t／年）

01 02 03

※排出量：PRTR調査結果において大気、水域、土壌へ排出された量

（t／年） （t／年）

■取扱量　■排出量 ■取扱量　■排出量 ■取扱量　■排出量

物質名

ジクロロメタン

トルエン

キシレン

HCFC-141b（代替フロン）

スチレン

メタクリル酸メチル

マンガン

フタル酸nブチル-ベンジル

フタル酸ジ-2-エチルヘキシル

鉛化合物

ニッケル化合物

ホウ素化合物

フッ素化合物

主な用途／排出工程

ラッピング接着工程

ウレタン発泡ノズルの洗浄工程

発泡液中に含有

サイディングの塗料・シンクの接着工程

サイディングの塗料・シンクの接着工程

ポリウレタンの発泡剤

バスルームの原料に含有

洗面ボールの原料に含有

複層ガラスの封着材に含有

複層ガラスの封着材に含有

軟質樹脂の可塑剤

樹脂サッシの副原料

アルミ形材の着色

アルミ形材の着色

アルミ形材の特殊表面処理

合計

取扱量

379.5 

37.8 

12.7

67.4 

258.3 

39.4 

11.0 

69.8 

441.7

38.7

53.7 

13.5 

144.9 

1,568.3 

大気

348.8 

35.5 

12.5 

17.7 

5.7 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

420.7

排出量

水域

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.1 

9.0 

1.2 

16.2

土壌

0.0

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

移動量

30.7

2.3 

0.1 

3.3

2.9 

0.8 

1.0 

5.8 

9.4 

6.9

13.8

3.9 

143.7 

224.6

除去処理量

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0

消費量

0.0

0.0 

0.0 

46.4 

249.7 

38.1 

10.0 

64.0 

432.3

31.8

33.8 

0.6 

0.0 

906.8 

※上記集計表には、2003年度PRTR届出量に達していない事業所の実績も含まれています
※除去処理量：対象物質が中和・分解・反応処理によって他物質に変化した量

※消費量：対象物質が反応原料として消費された量、または製品に含有もしくは同伴されて場外に持ち出される量
※フタル酸ジ-2-エチルヘキシルは、OEM取り込みにより増加

（国内／期間：2003年4月～2004年3月／単位：t）

01 02 03 01 02 03

当社では、タイと中国の2つの海外拠

点で生産活動を展開しています。この2

工場においても、国内からの生産移行

により生産量が増加したため、CO2排出

量および廃棄物排出量も増加傾向にあ

ります。そのため国内同様、削減活動を

推進していきます。

（千t）

01 02 03 （年度）

■大連 ■タイ

木屑
51.3%

汚泥
40.3%

廃苛性
5.7%

燃え殻
0.9%

廃油
0.6%

金属屑
0.2%

その他
0.9%

（N＝19,311t 集計範囲：海外2工場）

（集計範囲：36工場）
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※リサイクル率は有価物を
含めて算出しています。

電力
54,887MWh

重油
4,525S

灯油
1,194S

LPG
228t

LNG
8,290千m3

用水
1,259千m3

CO2
53,492t

SOx
8,212kg

NOx
56,409kg

廃棄物排出量
4,454t

埋立量
650t

リサイクル量
3,804t

リサイクル率
94％

製造製品 アルミサッシ
エクステリア製品
（カーポート、店装建材）

設立年月日 1971年4月
所在地 群馬県前橋市鳥羽町805-1
敷地面積 151,437m2

従業員数 1,264名

前橋工場は、アルミサッシやエクス
テリア商品の製造を一貫して行って
いる工場です。02年度から環境マネ
ジメントシステムを導入し、「CO2排出
削減」「廃棄物ゼロエミッション」を目
標に、生産領域の中期計画に沿っ
た環境保全活動を進めてきました。
02年度は、押出工程で発生する

廃アルカリのリサイクル化に取り組み、
大幅な廃棄物の削減を果たしました。
03年度は、LNGによるコ・ジェネレ

ーション設備を導入するとともに、工
場で使用するすべてのエネルギーを
化石燃料からLNGに切り替え、クリ
ーンなエネルギー使用工場へと変身
することができました。
また、地域とのコミュニケーションを
大切にし、工場見学を通して近隣の自
治会からもご理解をいただいています。
廃棄物については分別回収に力を
入れ、個人の意識も向上したように感じ
られます。今後も「ゼロエミッション」に向
け、全員参加の活動を進めていきます。

工場長

全員参加の活動を
進めました

03年度の廃棄物・有価物の内訳は、

廃苛性・汚泥類が約87％、廃プラ・木

屑・その他が約12％を占めています。

廃苛性については、02年度より研究

を重ね、バイヤー法を駆使してアルミ分

を回収。そこから発生する水酸化アルミ

は有価で売却しています。

03年度は、廃プラ・木屑・その他の項

目についても取り組みを進め、ウッドデッ

キなどの木の端材はグループ会社のホ

ームセンターで工作用木材として利用。

工場内では、分別項目を10種類から18

種類に増やし、12％を占める項目の8割

以上をリサイクルルートに乗せることがで

きました。

今後も、環境教育に重点を置いて、

地道な活動の基礎となる「意識」の向上

を図り、環境管理委員会と廃棄物部会

を中心に、全員参加の廃棄物削減活動

を進めていきます。

environment

総務課

廃棄物の分別回収

前橋工場では、環境管理委員会の他に公害

防止部会を設置し、きめ細かい活動を進めてい

ます。各部会が積極的に会合を開けるように議

論・改善の場をつくり、より多くの人を巻き込ん

だ活動を心掛けています。また、環境掲示板を

設け、EMS進捗・環境情報伝達・環境標語の募

集や掲示を行っています。

汚泥
23％

廃苛性
64％

廃油1％

木屑1％

廃プラ4％

その他6％

BOD
7,229kg

COD
3,641kg

アルカリ回収装置
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コ・ジェネレーション設備とは、1つのエ

ネルギーから2つ以上のエネルギー（蒸

気・電力など）を発生・供給するシステム

です。当社では、下妻・有明・大生郷の

工場で以前から導入していますが、いず

れも重油をエネルギー源としています。

前橋工場では、環境にクリーンなLNG

をエネルギー源とし、蒸気・電力の他に温

水を供給できるコ･ジェネレーション設備を

2003年12月に導入しました。LNGを使

用する設備の能力は、通常2,500kW程

度ですが、今回導入した設備は約6,000kW

コ･ジェネレーション設備の導入にあたっては、各課から選ばれたメンバーでプロジェクトを組み、さまざまな問題を解

決しながら約2年間をかけて導入の準備を進めました。

大がかりな設備導入にともなう設備切り替えの不安を避けるため、全設備を一度には切り替えず、まずは加熱炉設

備のみの切り替えを行い、問題点などの洗い出しを行いました。

その結果、2003年12月までにすべての切り替えが完了。問題なく稼動を開始することができました。

今後も、エネルギーの有効活用のための活動を積極的に推進していきます。

で国内でも最大規模の設備能力を誇り

ます。また、温水も供給できるという新規

性もあり、NEDO（新エネルギー・産業技

術総合開発機構）の新エネルギー事業

者支援対策事業として認定されました。

また、重油・LPGを大量に使用してい

た設備をすべてLNGに切り替えたことに

より、クリーンで安定したエネルギーフロ

ーを確立することができました。

これにより買電量が半減し、CO2の排

出量が00年度比5.9%削減、NOｘは02

年度比9.7％削減、SOｘは02年度比

7.9％削減し、SOｘは導入後排出がゼロ

になりました。

現在、コ・ジェネレーション設備から供

給される温水の利用率は70％ですが、今

後は残りの30％を押出工程のダイスの

洗浄などに活用し、エネルギーの有効利

用を進めていきます。

技術課

天然ガスを使用するコ・ジェネレ－ション設備

コ・ジェネレ－ション設備導入のプロジェクトメンバー
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電力
15,081MWh

重油
1,634S

灯油
0S

LPG
13t

CO2
10,238t

SOx
0.69kg

NOx
115kg

廃棄物排出量
4,819t

埋立量
1,625t

リサイクル量
3,194t

リサイクル率
87％

ジクロロメタン
171t

製造製品 室内建具（室内ドア・引戸・
クローゼット・玄関収納）など

設立年月日 1989年9月
所在地 福島県須賀川市前田川扇町1
敷地面積 336,000m2

従業員数 826名
※玉川工場は2004年5月に須賀川工場に集約

国内木質製品生産量の約半分

を占める福島工場では、主に室内

ドアやクローゼットなどの製造を行

っており、製造工程から発生する廃

棄物の多くは木屑です。

03年度は、この木屑のリサイクル

に重点を置き、86％（4月度）だった

リサイクル率を97％（3月度）まで向

上させました。また、接着剤の溶剤

として含有しているジクロロメタンの

取扱量が、福島県内で突出して多

いこともあり、設備投資を行い短期

間での削減活動を進め01年度比

50％削減しました。

またPDCAをより効果的に回し、

特にチェックとフォローを細かく行っ

たことで全員の意識が向上し、整

理整頓という観点からも作業環境

の改善に効果がありました。

今後は、リサイクル率100％の達

成と、ジクロロメタンの取扱量の継

続的削減を目指していきます。

工場長

廃棄物のリサイクル率が
97％になりました

福島工場における廃棄物のメインは、

木屑や切粉です。以前は焼却炉で単純

焼却していましたが、02年度に焼却炉を

停止してからは、外部で焼却処分をしてい

ました。

しかし、02年度に大型の破砕機を導入

し、03年度からは木屑を3cm大のチップ

にして、製紙工場のボイラー燃料として有

価で売却。発生量の約50％の木屑がサ

ーマルリサイクルできるようになりました。

また、廃プラスチックの大半は化粧シー

トで、以前は埋立処分されていましたが、

現在は減容化後に破砕し、燃料としてサ

これまでは化粧シートを木材料に貼り

つける際に、ジクロロメタンの含有した

溶剤系接着剤を使用していました。ジク

ロロメタンはPRTR対象物質に指定され

ているため、02年度7月からプロジェクト

を立ち上げ、削減活動を進めています。

お客様の健康はもちろん、製造現場

作業者の健康にも配慮し、製造部門・

生産設計部門・研究開発部門と協働

で、ジクロロメタンが含有している溶剤

系接着剤から、非溶剤系接着剤への切

り替え技術の開発に取り組んできまし

た。

その結果03年度は、ジクロロメタンの

取扱量を01年度の約半分まで削減する

ことができました。04年度も目標を揚げ、

さらに地球環境にやさしい生産活動の

実現を目指し、その他の木質製品製造

工場のラインにも展開していきます。

ーマルリサイクルしています。この結果、リ

サイクル率を3月単月で97％まで向上する

ことができました。今後は、残りの数％の

リサイクルに取り組み、ゼロエミッションを

達成できるよう活動を進めていきます。

environment

木屑破砕機

総務課

製造課 製造課

※リサイクル率は有価物を含めて算出しています。
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電力
9,875kWh

重油
671S

灯油
57S

LPG
756t

CO2
8,021t

SOx
2,525kg

NOx
5,905kg

廃棄物排出量
1,698t

埋立量
20t

リサイクル量
1,678t

リサイクル率
99％

製造製品 窯業サイディング
住宅サッシ
構造体パネル

設立年月日 1997年7月
所在地 茨城県岩井市幸神平8
敷地面積 108,000m2

従業員数 451名

32

岩井工場には、窯業と加工の2つ

の工場があり、窯業工場ではサイデ

ィング製品を、加工工場ではアルミ

製品の加工や構造体パネルの製造

を行っています。 窯業工場の主な

廃棄物は、セメントスラリー、ボード

屑、廃塗料等。加工工場は包装材

などの廃プラスチックや木屑が発生

しています。03年度は、これらの廃

棄物の削減を重点的に取り組みま

した。

EMSを導入した02年度から分科

会を設置し、PDCAを回す仕組みを

さらに強化し、環境教育にも重点を

置くなど、全従業員が一体となって

活動を進め、一人ひとりの意識の向

上に努めました。また、環境活動は

物量データだけでなく、財務データと

しても把握し経営に結びつけること

で、より積極的な改善を進めました。

地道な活動を着実に進めた結果、

リサイクル率を99％まで向上させる

ことができました。今後は「ゼロエミ

ッション」達成に向けて、より積極的

な活動を推進していきます。

加工工場
工場長

窯業工場
工場長

分科会を
設置し
PDCAを
回しました

窯業工場の製造工程から出るセメン

トスラリーやボード屑といった廃棄物は、

原材料に再配合されますが、以前は品

質および技術的な問題などから、原材

料への配合率は15％程度でした。

そこで、品質を維持しながら配合率を

向上させる取り組みを製造部門・研究

開発部門と協働で行い、セメントスラリ

ーの回収装置の改造、ボード屑の粉砕

機導入など、99年から約5年をかけて廃

棄物の削減活動を進めてきました。

その結果、03年度末までに配合率

20％が品質・技術上可能となり、生産

工程から発生するセメントスラリー、ボー

ド屑は、すべて原料として再利用できる

ようになりました。これらの取り組みで、

03年度の製造工程から出る窯業屑の発

生量は、99年度比68％減になりました。

廃棄物置き場の管理担当者として、1日に数回各ラインのゴミ

の分別状況を確認し、回収を行っています。この活動はゴミを

捨てる段階での、一人ひとりの意識が基本です。環境教育や環

境掲示板の設置など、「環境」を身近にする雰囲気づくりを行っ

ているため、以前と比べて個人の意識が向上しました。 環境掲示板

environment

製造課

総務チーム

廃棄物の管理は、窯業・加工工場の

共通項目として産廃部会を設けています。

今年度は「分別の徹底」に重点を置き、

より正確にそして効率よく行うための対策

を実施しました。

以前は、個人が廃棄物置き場にゴミを

持って行き、その場で分別をしていたため、

効率が悪く、置き場も雑然としていまし

た。

そこで、03年度は廃棄物置き場の大

総務チーム

改装を行い、各ラインで管理するゴミ箱

を設置し、回収担当者が1日数回回収

する仕組みをつくりました。

これによって、正確に効率よく分別を維

持管理、リサイクルする体制を確立。そ

の結果、年度末にリサイクル率が99％と

なりました。今後は残りの1％のリサイク

ルと、排出量の削減を進めていきます。

廃棄物置場

■ボード屑 ■スラリー

※リサイクル率は有価物を
含めて算出しています。
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水戸工場では、キッチン・洗面化

粧台の製造を行っています。これら

の製造工程から出る主な廃棄物は、

木やプラスチックの端材です。

環境への取り組みは、経営に直

結したかたちで捉えており、03年度

は資源を有効活用し、廃棄物をで

きるだけ少なくすることに重点を置

いて活動を進めました。また、組織

を動かしているのは人なので、一人

ひとりの意識が基本となります。全

体朝礼や委員会でも、家で自分が

自然と行っていることをふり返り、社

内でも同じ気持ちを持てるようにと

意識づけに努めています。

全体を通して、各課長のもとで環

境の管理項目を設定し、プロジェク

トとしなくても自然と管理できる雰

囲気をつくっています。

工場長

資源の有効活用で
廃棄物排出量を削減

キッチン・洗面化粧台の製造工程か

らは、表面にシートが貼られている木の

端材が多く発生します。これらの多くは

燃料用チップとして外部でサーマルリサ

イクルしていますが、03年度は資源を有

効に活用するためにマテリアルリサイク

ルすることを検討しました。

キャビネットの裏面やトビラの内部に

取りつけられている補強材は、品質上必

要な材料のため、専用の木材を購入し

ていました。生産工程から発生する端材

をこの補強材としてマテリアルリサイクル

するためには、端材の表面シートを削っ

た定尺の木材を月に安定した量で確保

する必要がありました。

そこで、表面を研磨する設備を1機増

設し必要端材を安定して供給すること

で、工場内で使用している補強材をすべ

て端材でまかなえるようになり、年間約

150 t 購入していた木材をゼロにすること

ができました。

今後の課題は、原板から部材を切り

出す際に端材が少ない切断方法を検討

していくことです。

environment

製造課

洗面化粧台の洗面ボールは、金型と

呼ばれる型に原料を流し込んで成形しま

す。その際、型からはみ出た原料をカット

するため端材が発生します。この端材は、

洗面ボールを成形する際には、必ず発生

するものです。

従来は、商品の機能やコスト、生産性

等を優先的に考慮して金型を設計してい

ました。しかし、新商品の洗面化粧台

「ルーシェ」においては、金型設計段階で

生産設計や商品開発部門の他に製造

部門も参加し、品質を保ちながらカット端

材を最小限に減らす金型の設計を行い

ました。その結果、以前は4cmだったカ

ット幅を1cmまで抑えることができ、カット

端材の量も削減することができました。

今後は、新商品の設計段階で環境に

配慮した生産設計ができる仕組みを進

め、資源を有効活用していきます。

製造課

製造製品 システムキッチン
洗面化粧台

設立年月日 1996年1月
所在地 茨城県那河郡大宮町工業団地22
敷地面積 70,088m2

従業員数 342名

電力
3,417MWh

重油
0S

灯油
80S

LPG
5t

CO2
1,530t

SOx
15.1kg

NOx
76.8kg

廃棄物排出量
2,547t

埋立量
240t

リサイクル量
2,308t

リサイクル率
91％

端材を研磨する面取り設備

洗面ボールのトリミング幅を
1cmまで抑えました

※リサイクル率は有価物を含めて算出しています。
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日本国内からの木質建材製造の本格

的な生産移行にともない、CO2排出量、

廃棄物排出量は増加傾向にあります。03

年度は、「廃材削減プロジェクト」を発足さ

せ、廃棄物の削減に重点を置きました。

これまで、木質製品の製造工程から発

生する木屑や廃材（MDF）は、工場内の

ボイラーを設置し、燃料としてサーマルリサ

イクルを行い、リサイクル以上に出る廃材

については焼却炉で処分していました。

03年度は廃材を外部へ売却して有価物

化を図り、焼却炉を停止しました。

現在、サーマルリサイクルに出すことが

できるのは、化粧シートのついていない1m

以上の廃材（MDF）だけです。今後はさら

なる改善に取り組んでいきます。

34

製造製品 木質内装建材
樹脂サッシ
スチールドア

設立年月日 2001年5月
所在地 遼寧省大連

経済技術開発区東北大街25
敷地面積 233,395m2

従業員数 1,643名

電力
20,516MWh

重油
0S

灯油
0S

ガソリン
24S

LPG
48t

CO2
8,081t

SOx
4,423kg

NOx
31,707kg

廃棄物排出量
10,295t

埋立量
377t

リサイクル量
9,918t

リサイクル率
99％

大連工場では、主に木質内装建
材・樹脂サッシ・スチールドアの製造を
行っています。2002年の操業当初から
環境に配慮した生産活動を継続すべ
く、環境問題に取り組んできました。
生産拡大の年である03年度は、廃

棄物を増やさない活動に重点を置くと
ともに、ISO14001取得を宣言。04年
度にその準備段階として、環境責任部
署の設置と専任者の配属を行い準備
をスタートさせました。
今後は、事業活動を通して地域・社

会への貢献を行うとともに、企業の社
会的責任として環境管理体制を整備
するなど、ISO14001の取得に向けて
取り組みを進めていく予定です。

工場長

ISO14001の取得に向けて
取り組みを進めます

工場拠点から出る廃棄物のメインで

ある廃プラスチックには、商品の取りつ

けの際に出るものや、梱包材として使

用した発泡スチロール・ビニール・PP

バンドなどがあります。03年度はこれら

を細かく分別することに重点を置き、有

価物としてマテリアルリサイクルできるよ

うにしました。

発生量の約90％がマテリアルリサイ

クル可能になり、03年度はゼロエミッシ

ョンを達成することができました。

今後は廃棄物の発生量削減を目指

し、「地球のかけがえのない資源を使わ

せていただいている」という意識を持っ

て、活動に取り組んでいきます。

業務内容 バスルーム等の組み立て・
施工、網戸の製造・施工、
アフターメンテナンス

設立年月日 1995年12月
所在地 千葉県千葉市緑区大野台1-6-10

（他千葉県内に2拠点）
敷地面積 20,279m2（3拠点合計）
従業員数 191名

電力
385MWh

重油
0S

灯油
6S

ガソリン
28S

CO2
308t

総廃棄物量
116t

埋立量
0t

リサイクル量
116t

リサイクル率
100％

TLC千葉では、バスルーム・キッチ
ン・電動シャッターなどの組立・施工、
網戸の製造から施工後のアフターメン
テナンス業務を行っています。
環境への取り組みでは、環境方針・

目的に沿って事業所レベルへテーマを
落とし込み、何事も定量化し、目標を設
置して活動を進めています。
環境に対する活動は、個人の意識

が基盤となるので、環境教育を積極的
に行い、日々朝礼等で確認をしていま
す。また、自分自身が「現場を見る」こと
を特に心掛け、事務局を設置し、業者
との折衝や分別などを推進しています。

TLC千葉常務

環境への取り組みは
個人の意識が基盤です

環境担当
事務局

EMSの導入当初は「環境」と
いうことをまだまだ身近に感じ
ていない人が多かったですが、
「環境をもっと分かりやすく」をモ
ットーに、環境を意識できる雰
囲気づくりを心掛け、最近では
活動が個人レベルまで浸透し
てきたと実感しています。

軽油（構内使用分）
30S

LPG
0t

※リサイクル率は有価物を含めて算出しています。

※リサイクル率は有価物を含めて算出しています。
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environment

電力削減のため、昨年度から従来1

カ所につき3本だった蛍光灯を2本に減

らし、03年度は全フロアで実施しました。

その結果、年間で97,000kWhの削減と

いう成果を出すことができました。

節水対策としてトイレに擬音装置を設

置したことにより、工業用水（トイレ洗浄

用）の使用量が、対前年同月比で13％

削減という節水効果があらわれました。

35

オフィスにおける03年度の環境活動は、「省

エネルギー推進」「廃棄物削減」「工業用水

使用量の削減」という3つの柱を基本として

推進してきました。環境活動は「一部の人た

ちの活動」でなく､全員参加で進める活動で

あることを周知・アピールするなど、オフィス

で働く従業員全員がいかに意識を持って環

境活動に加わり、全員参加の環境活動とし

て展開できるか、事務局としては常日ごろより

試行錯誤しています。

総務部

（単位：MWh） （単位：千枚） （単位：千m3） （単位：t）

02 03 （年度） 02 03 （年度） 02 03 （年度） 02 03 （年度）

トイレに設置された擬音装置照度を確保するため反射板を設置

［省エネ］

オフィス業務のあらゆるプロセスで、
排出されるCO2を抑制しています。
また、社員の意識改革や設備改
善だけではなく、ショールームイベン
トを実施し、お客様とともに地球
温暖化防止に取り組んでいます。

多くの部門で協働し、廃棄物の
分別回収を徹底しています。また、
3Rを基本に削減対策を実施して、
廃棄物自体を発生させない活動
も積極的に進めています。

オフィスで使用する事務用品、社
外または自社向けの備品などに
ついては、有害な化学物質を含
まない商品の使用・購入を推進
しています。

［グリーン購入］［リデュース・リユース・リサイクル］
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ビル九州事業所では、熊本県環境政

策課が募集している「アイドリングストッ

プ宣言事業所」に営業車輌を登録し、

啓発グッズを車両や事務所に貼付・掲

示し積極的にアイドリングストップを励行

しています。

上野ビル事業所は、オフィスをテナント

として借りているため、定時以降の空調や

照明の使用を各フロアで管理しています。

まず、ビル管理会社と協働で各フロア

の空調スイッチの状況を日々管理していま

す。フロアごとに責任を持たせ、最終退室

者に空調や照明などをチェックする仕組

全国に200拠点以上ある当社の営業

領域では、電力・ガソリン・廃棄物等の管

理をそれぞれの拠点で行っています。03年

度は、全拠点のデータを把握・管理する

仕組みを構築しました。04年度は各項目

に目標を設定し、活動を進めています。

手稲事業所は100名を超える大きな

事業所のため、全員に「紙・ゴミ・電気」

の環境活動を日々の仕事の中で意識さ

せることが大切です。03年度は、活動意

識の定着を重点に行いました。廃棄物

の分別においては、誰が見ても分かる

「一目でわかる分別置き場」を設置し、置

き場の掲示の他にもゴミの実物展示を

行うなどして、分別の徹底を促しました。

サイトの人数が多いために、活動を徹底する

ことに苦労しました。活動当初は「やらされてい

る」という意識が強かったですが、最近では事業

所内の全員が意識を持って積極的に取り組ん

でいます。今後も継続して活動を進めていきます。

北海道統轄支店

「全員への意識づけ」という点を考えて上

層部を巻き込み、全員参加で取り組む雰囲

気づくりを行いました。活動の結果をすべて

見えるデータで把握し、周知することで、意

識の向上にもつながりました。今後も、環境

活動についてはいかに意識を持たせていくか

を重点に取り組んでいきます。

上野ビル環境事務局

ビル九州営業開発部では、従来商品である複合サッシ（室内側
に木材、室外側にアルミを使用したアルミサッシ）の木材原料に間
伐材を使用する商品を企画し、間伐材の
加工およびアルミ形材との組み立てなど、
多部門が協働して生産体制をつくりまし
た。この商品を各県の公共施設向けにご
提案したところ、県産材の間伐材を活用
できるということで、非常に喜ばれています。

TOPICS

みをつくり、ムダな空調・照明の使用を目

に見えるようにしました。

さらに、1週間分の空調・電力利用状

況を全員にメールで配信し、意識づけに

つなげています。この結果、03年度下期

の時間外空

調電力使用

量は、上期

に比べ54％

の削減とな

りました。

一
目
で
わ
か
る

分
別
置
き
場

全員に配信しているメール

（上）熊本県指定
アイドリングストップステッカー

（下）トステムオリジナルステッカー

間伐材を使った複合サッ
シ「ホルツテック」

S
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当社では、経営層はもちろん、全社員

が正しい思考と行動をとるために、1987

年10月にトステムグループ行動指針を制

定しました。

さらに、2002年10月にはINAXトステ

ムグループ行動指針を制定。全グルー

プ社員が社会的な規範を守ることによ

り、企業人としての成長、企業としての

発展を目指しています。

また、社会的役割および責任を確実

に果たし、実行するために、全社員によ

る行動指針の読み合わせを行っていま

す。入社時に1回、その後1年に1回定

期的に実施しており、その都度行動指

針を遵守する旨の誓約書を提出するこ

とで、企業人としてふさわしい行動をとる

よう徹底しています。

企業の行動は、小さなものひとつをと

ってみても社会に多大な影響を与える可

能性を持っています。特に法令遵守に

ついては、厳正な管理体制のもとに実

行されなければなりません。当社では、す

べての案件について、法務部門による

適法性確認が実施されており、各部署

においては、適法性確認の後、実施可

否の経営判断を受けるという体制にな

っています。

企業が責任ある行動をとるためには、

社員一人ひとりのコンプライアンスに関

する知識の向上が不可欠です。

当社では、定期的に「コンプライアン

ス通信」を発信し、社員としてとるべき行

動や、コンプライアンス関連ニュースを

紹介しています。

さらに、法律情報をイントラネットに掲

載し、社員が常に確認できる体制を整

備しています。

職場や身の回りに見られる不正・不

公平・違反を素早く是正し、すべての社

員がフェアである企業グループを目指す

ため、INAXトステムグループ全体として

の内部通報制度を設けています。この

制度は、不正・不公平・違反の芽を直

接経営トップに伝えることにより、素早く、

確実な解決を図ることを目的として運営

されています。

大切なお客様の個人情報の適切な取

り扱いおよび保護は、企業にとって重大

な社会的責務です。当社では、お客様

の個人情報の取り扱いについて独自の

「プライバシーポリシー」を制定し、その内

容を社外向けHP上で公開しています。

また、個人情報保護においてもっとも

重要である情報セキュリティの理解を深

めるため、当社および当社子会社を含

む全社員を対象に、イントラネットを使っ

た教育を実施するとともに、セキュリティ

ポリシー誓約書を取得する活動を行って

います。

プライバシーポリシーについては、
ホームページトップ画面の右下からご覧になれます。

「
ト
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
行
動
指
針
」

（
左
）と「
I
N
A
X
ト
ス
テ
ム
グ
ル

ー
プ
行
動
指
針
」（
右
）

tostem_04_p37̃50三校_ip  04.8.19 4:43 PM  ページ 2



39

s o c i e t y

お客様相談室では、商品に関するあ

らゆるお問い合わせに、「正確・迅速・親

切」な対応を心掛けています。

まず、01年2月にお客様窓口を一本化

し、02年4月には商品相談窓口に修理

相談窓口を統合。さらに、お客様の「い

つでも問い合わせできる窓口にしてほし

い」との声にお応えするべく、03年4月よ

り、土日、祝日も窓口を開設し受付時間

を延長しました。

現在、お客様相談室には約13,000

件／月のご意見・お問い合わせが寄せら

れています。お問い合わせ内容は、商品

の性能・構造・材質や種類・組み合わせ

など商品関連が72％、カタログ請求が

13％、お手入れ・修理・部品購入が6％、

その他が9％となっています。消費者の

方々の他、設計事務所、工務店、建設

会社からの専門的なお問い合わせにも

対応しています。

お客様相談室にいただいたご意見や

対応していて気づいたことは、イントラネ

ットを通じて定期的に情報を発信し、共

有化を図り、（1）商品開発・改善、（２）カ

タログ等印刷物の改善、（３）商品相談

に対応する仕組みづくりなどに生かされ

ています。また、ご相談内容に応じて開

発、営業、生産、アフター部門と連携を

とり、迅速な対応を行っています。

ご質問の多かったものを中心に、お

客様ご自身で快適な住まいを保つため

にできる簡単なお手入れや、建具の調

整方法をまとめた「住まいのメンテナン

スQ＆A」を作成し、配布しています。

お客様相談室

お客様相談室では、お客様への満足度を高めるために国家資格の「消費生活アドバイザー」取得を
部内で奨励しています。03年度の試験では、2名が合格しました。
消費生活アドバイザーとは、消費者と企業または行政等との「かけ橋」として、消費者の意向を企業経

営または行政への提言に反映させるとともに、消費者からの苦情相談などに対して迅速かつ適切なアド
バイスができる人材を養成することが目的の資格です。今後も資格取得者を増やし、より的確なアドバ
イスができる体制を強化していきます。

TOPICS 消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

中
川
美
樹
子（
左
）と
朝
倉
徹（
右
）

小冊子「住まいのメンテナンスQ＆A」
お客様相談室イントラHP画面
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当社では、品質をお客様のメリットと

定義し、すべての仕事でお客様のメリッ

トを実現することを目指しています。その

ため営業、商品開発、製造、流通・施

工、そしてアフターメンテナンスまでの

各々のプロセスにおいて、業務の流れ、

業務同士のつながりを整理し、また標準

書などにより手順や基準を目に見えるよ

うにして、品質マネジメントシステムとして

体系化し運用しています。

さらに業務のスリム化、効率化を進め

るべく、経営者以下、各部門にて品質

マネジメントシステムの改善に取り組ん

でいます。

これらの活動により、商品機能のアッ

プ、お客様へのサービスの「質」向上を

果たしていきます。

40

2003年11月下旬に、購入先で製造し当社が販売している床材「ベー
ス12」に、ホルムアルデヒド放散量がJAS規格による表示（Ｆ☆☆☆☆）
を超える製品が一部混在していることが判明しました。
当社では、ユーザーの健康被害の未然防止および法令不適合の是

正を図るため、問題発見後、速やかに購入先の会社を含む対策プロジ
ェクトを結成するとともに、問い合わせ窓口を設け対応に着手しました。
また各関係省庁に対して、Ｆ☆☆☆☆不適合品流出に対して講じた
処置について報告した他、主要日刊紙へ製品ロット調査および問題製
品回収を告知しました。

回収方法は、行政の指導のもと現場調査を行い、不適合商品と判
定された場合は、お客様のご了承をいただいた上で張り替え工事を実
施しました。
再発防止を目的として、工場では生産ロット単位での検査から台板ロ

ット単位の検査に改善し、受入検査の強化を図っています。また購入先
に対して、より一層の品質検査体制整備を要請しました。
この事例を教訓に、自社製品および購入製品全般に関する適切な品
質管理体制を構築し、市場流出不具合の再発防止に努めていきます。

TOPICS
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ユニバーサルデザインとは、年代・性

別・身体状況の違いに関わらず､あらゆ

る人が安全かつ快適な生活が営めるよ

うに、製品・建物･環境をデザインすると

いう概念です。当社では、商品の使い

やすさだけではなく、暮らしの中の楽しさ

や安心感につながっていく、「笑顔がひ

ろがるユニバーサルデザイン」の開発に

取り組んでいます。

当社では、NPO法人「ユニバーサルデザイン生活者ネットワーク」と協働し、生活者の立場での商
品評価を開発に生かしています。

さまざまな年齢・条件の人を想定したデジタルマネキンを使って検証を行っています。また、高齢者
疑似体験セットやモニター評価など、人による検証も行っています。

商品の企画段階か
らユニバーサルデ
ザインの視点を取り
入れ、商品開発に
反映できるよう、トス
テム独自の評価基
準をつくりました。
評価の基準となる6
つの原則は、お客
様が商品を選ぶ際
の指標としてもご利
用いただけます。

ユニバーサルデザイン商品を開発するためには、社員一人ひとりが正しい知識を身につけることが
必要です。当社では、ユニバーサルデザインの社員研修や広報活動を継続的に行い、商品企画
や提案活動に反映させています。

安全である

意外性がある

使い心地がよい

動かしやすい

スムーズである

直感的に分かる

日経BP社主催の「ユニバーサルデザ
イン取り組み度ランキング」における
評価調査の結果、解答のあった企業
122社中トステムは10位（総合点65.8
点）となりました。この調査は、①日経
BP社制作のアンケートを自社診断した
結果②20～50歳以上の400人の男女
を対象とした消費者調査の結果③日
経BP社編集部の評価をもとに採点し、
それぞれを合計したものです。
当社の代表的なユニバーサルデザ

イン商品としては、玄関ドア「エスキュ
ーブ」やサッシ「ノンレールサッシ」、バ
スルーム「レフィノ」等があり、生活者
の立場に立った商品開発を進めてい
ます。

TOPICS

社員研修では高齢者疑似体験セットを装着

社員への啓発を目的として、社
内報に「UDコーナー」を連載し
ています

tostem_04_p37̃50三校_ip  04.8.19 4:43 PM  ページ 5



42

近年、侵入盗や強盗などの手口が巧

妙化し、「ピッキング」や「サムターンまわ

し」による被害が激増しています。社会

現象にもなりつつある凶悪犯罪への対

策として、お客様の「住まいの安心をサ

ポート」するために、防犯対策を考慮した

商品の開発に取り組んでいます。

エンドユーザーの方はもちろんのこと、

販売店・施工店といったビジネスパート

ナーの安全も考慮した商品づくりを目指

しています。

新商品の開発にあたっては、商品に

よる事故を未然に防止するために、さま

ざまな情報の収集・解析と、設計図面

や試作体による安全性の検証を行って

います。

事前に社内教育で安全性の知識を

習得した上で「設計で安全をつくり込む」

をキーワードに商品開発を行っています。

また、製造においても購入する原材料

や部品まで含めた安全対策活動を展開

しています。

取り扱い説明書については、社内の

専門部署によるチェックを行い、エンド

ユーザーの方が安全に使用できるよう、

適切な内容を掲載しています。

商品の安全性に意識を持って仕事に

取り組めるよう、安全に関わる知識を多

くの社員が共有できるように、イントラネ

ット（eラーニング）で自己学習できるよう

にしました。

住宅における3つの防衛ライン（敷地、窓・ド
ア、室内）のあらゆる部位、空間でセキュリテ
ィを高めるため、1棟単位でのトータルセキリ
ュティの開発に取り組んでいます。

機構・構造中心の従来の建材に、最新のエ
レクトロニクスを融合することで、高い防犯性
能を実現するだけでなく、使用時の利便性を
高める開発に努めています。

日々進化する侵入盗・強盗の手口を、独自の
調査や種々のルートを通じて入手・分析。得ら
れた分析結果を迅速に企画・設計へと反映
し、住まいの安全性を高めるよう努めています。

セキュリティ性の向上だけではなく、デザイン性・
利便性にも配慮した商品づくりを目指しています。

スマートキーを携帯していると、
ドアに近づくだけで自動で解
錠、ドアから離れ
ると自動で施
錠されます

内側のサムターンを外し
ておけば、ガラス破りや
サムターンまわしでも解
錠できません

狙われにくく、
侵入されにくく

どんな住宅に
もマッチした

誰にでも使い
やすく

室外側 室内側近年増加している侵入窃盗に対し
「建物の設備面で対抗措置を講ずる
事」を目的に、2002年11月、官民合同
会議が設置され「防犯性能の高い建
物部品目録」が公開されています。
トステムでは、この官民合同会議の
主旨に貢献するため、防犯基準に適
応した商品を普及していきます。

TOPICS

「防犯性能の高い建物部品リ
スト」に公表記載された「防犯
建物部品」にのみ適用される

イントラネットの学習画面
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2003年12月11日～13日の3日間、ト

ステム、INAX、東洋エクステリアの3社

が合同で、東京ビッグサイトで開催した

「エコプロダクツ展2003」のテーマ展示

に出展しました。

今回の合同展示のテーマは、「人と地

球環境のために私たちができること」。

スケルトン部分にトステム、インフィル部

分にINAX、外構部分に東洋エクステリ

アの環境配慮型商品を用いた一棟展示

は、来場者からたいへんご好評をいただ

きました。

2004年2月～5月にかけて、札幌ドー

ムを皮切りに全国9会場でINAXトステム

グループ合同展示会「暮らしUP！2004」

を開催しました。

合同展示のテーマは、各社の新商品

だけでなく、今話題のリフォーム・ユニバ

ーサル・エコロジー・セキリュティの4テー

マで構成し、一般のお客様にも親しみ

やすい展示となりました。

「ショールーム横浜」の来場者数が1

万人を突破しました。お客様へ日ごろの

感謝の意を込めて「鹿島アントラーズ プ

レミアムトークショー」を、8月3日、横浜ラ

ンドマークタワーで開催しました。

ショールームでは、お客様との接点を

より深く築いていくために、さまざまなイ

ベントを実施しています。
当社では、ショールーム東京地下1階

のマンションコーナーに、実際の建築予

定地の状況を再現した遮音性・断熱性

が体感できる「音・熱シミュレーションル

ーム」を開設しました。これにより、現場

の状況に合った最適な商品仕様が決定

できるため、マンション入居後の遮音

性・断熱性に関するお客様の満足度を

高めることができます。

エコロジー・ユニバーサル・セキュリティ

の視点から、住宅部材を再編集したコン

セプトカタログを発行しています。これま

での商品の単品カタログに比べ、家全

体を考えるトータルハウジングの発想を取

り入れたコーディネートを提案しています。

ホームページのWEBカタログに、

2003年8月1日より新しいサービス・機能

「3Dシミュレーション」と、「検索・PDFダ

ウンロード」が追加されました。

http://www.tostem.co.jp/

住まいに関する情報を掲載したWEB

マガジン「club TOSTEM」を毎月1回発

信しています。特集ではトステムの商品

開発担当者がアドバイザーとして登場

し、暮らしに役立つ情報を分かりやすく

紹介しています。

また、WEBマガジンに合わせ、メール

マガジン「club TOSTEM通信」も毎月1

回発信中。どなたでも無料で購読の申

し込みができます。

来
場
者
で
賑
わ
う
1
棟
展
示
ブ
ー
ス

人
気
コ
ー
ナ
ー
の「
防
犯
豆
知
識
講
座
」

ショールーム東京では、防犯対策関

連商品を総合的に展示した「セキュリテ

ィコーナー」を新設し、2004年4月より一

般公開を開始しました。

総合的な防犯について分かりやすく

理解できるとともに、最新の防犯機器の

機能を実際に体験していただくことがで

きます。
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
東
京
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー
」

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
選
手
の
参
加
で
盛
り
上

が
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

メルマガの申し込みは
http://www.tostem.co.jp/magazine/ まで

トータル
ハウジング
ブック
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2004年3月現在、当社では265名の

ハンディキャップを持つ社員を雇用して

います。雇用率は1.89％です。

障害者の雇用にあたっては、専門組

織の障害者雇用促進室を設置。全国

の支店や工場などにも雇用の場を拡大

し、全社的に取り組んでいます。

各事業所では、障害を持つ人が安心

して働ける職場環境づくりと、やりがい

を持って働ける職務開発の両立を目指

し、さらなる活躍の場の提供に向けて取

り組みを進めています。

「男女別従業員数」「平均年齢」「平

均勤続年数」「採用数」の内訳は、右図

の通りです。

03年度の男女別従業員数は、男

8,299名、女3,615名の計11,914名で

す。平均年齢は、男36.90歳、女30.66

歳、平均35.01歳です。平均勤続年数

は、男11.85年、女5.47年、平均9.91年

です。

定年を迎える社員に対してのフォロー

や高齢者への就労の場の提供といった

社会的要請に応えるため、2001年4月よ

り「60歳定年後再雇用制度」を導入して

います。

この制度では、再雇用を希望する社

員全員に雇用プランを提示することを基

本としています。また、勤務日数や勤務

時間など、勤務形態の希望にも配慮。

一人ひとりの要望に耳を傾けることで、

再雇用の実現率を高め、再雇用された

社員が「よい家づくり」の実現に向けた

大きな力として活躍できるよう制度を整

えています。

定年到達者

再雇用希望者

再雇用実績

希望者に対する割合

2001年度

147名

81名

78名

96.3％

2002年度

134名

74名

70名

94.6％

2003年度

148名

70名

64名

91.4％

男女別従業員数（人）

平均年齢（歳）

平均勤続年数（年）

採用数（人）

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

1999年度

7,861

2,828

10,689

34.32

28.47

32.77

10.26

5.08

8.89

28

77

105

2000年度

7,768

3,389

11,157

34.89

30.77

33.64

10.74

4.50

8.85

174

42

216

2001年度

7,795

3,773

11,568

35.54

31.72

34.31

10.91

4.14

8.72

422

215

637

2002年度

8,684

3,964

12,648

35.32

31.23

34.04

11.19

4.38

9.05

454

267

721

2003年度

8,299

3,615

11,914

36.90

30.66

35.01

11.85

5.47

9.91

252

142

394

s o c i e t y

三重県の名張工場では、30年前

から近隣の障害者授産施設「育成

園」の支援を受け、今日まで障害者

雇用を継続してきました。

2001年9月には、知的障害者施設

の作業場（実習室）を工場内に開設

し、業務習得のため活用しています。

2004年3月に行われた名張市制50

周年式典では、これらの取り組みが

評価され、「特別功労賞」をいただき

ました。

今後も、さらに雇用の場を増やせ

るよう取り組みを進めていきます。

最初は不安だった業務にも、今では自信と意欲を持って
臨んでいます

名張工場
BR加工課
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社員に対する当社の基本理念は、

「人間主義の実践」により企業家精神を

持った社員を育てることと、成果を重視

した実力主義の人事を実践することで

す。人事制度の基盤をつくる際には、チ

ャレンジ精神豊かな社員を育てることを

ねらいとしてきました。

「トータルハウジング産業」を推進する

当社の事業内容は多岐にわたります。

人的財産を最大限に活性化させ、「よい

家づくり」を支援・実現できる社員を育

成することは、人事面での重要なテーマ

と考え、制度の整備に取り組んでいま

す。

基本的な休暇制度の他に育児休業

と介護休業を設けています。社員それぞ

れの生活スタイルに応じた、働きやすい

職場づくりを目指しています。

トステム健康保険組合では、すべての

管理職を対象に「うつ病研修会」を開催

しています。03年度は55回、約1,800名

に研修を実施しました。

研修後のアンケートで、「相談体制の

充実」を求める声が約50％を占めたため、

03年度後半より、健康相談・医療相

談・介護相談ができる「健康電話相談

室」と「あんしんドクターズ」制度を導入し、

病院・医師の紹介など被保険者が誰で

も相談できる体制を充実させました。

今後は、よりきめ細かいフォローを行う

とともに、個人を対象としたストレスチェッ

クなどの制度も導入していく予定です。

人材の配置では「やりたい人にやり

たい仕事を」という考えを第一に掲げ、

社員一人ひとりの職務への希望と、会

社の組織上の要請を合致させられるよ

う、制度を整えています。

上司を通さず、個人が自由に応募できるのが
この制度の特徴です。すべての社員に公平に
機会を提供して選抜することで、意欲的な人材
を積極的に登用することが可能となります。
また、社員個人のキャリア形成においても有
効な制度として機能しています。これまでに27
回の公募を行い、39名が異動しています。

●子供が満1歳を迎えるまで休業可能
●休業期間中は無給
●休業終了後、子供が3歳を迎えるまで勤務時
間を1時間または2時間短縮可能

事情により、家族の介護にあたらなくてはなら
ない社員は、家族1人につき1回、介護を理由
に休業することができます。03年度は3名（02年
度は2名）が利用しています。
●最長1年の範囲内で休業可能
●休業期間中は無給

子供を養育しながらでも、仕事を続けられる
ために設けた制度で、03年度は98名（02年度
は68名）が利用しています。

社員が自分の希望する仕事を選択し、年に
1回、希望の部署への異動を申告できる制度
です。上司や人事部との面談を設け、現在の
仕事に対する満足度や将来の職務・配置の希
望といった情報を伝えることで、できる限り個
人の希望や適性に沿った異動の実現に努めて
います。

制度名 概要

勤務地限定社員制度 一定の生活圏での勤務を希望する社員ニーズに対応する制度

入社3年目面接制度 入社3年目を経過した時点で、成長目標の確認を行う制度

人事考課制度 目標設定とその評価の各場面で、本人が参加し、仕事とプロセスを適正に

評価することで、処遇に公平・公正さを反映させる制度

s o c i e t y

「あんしんドクターズ」パンフレット

仕事を続けたいけれど子供も欲しいという私

をサポートしてくれたのがこの制度。子供が

小さいときは育児に専念し、一段落した後、

仕事に戻ることができました。

人事部

管理者として重要なことは、職場の
メンバーの一人ひとりに関心を持って
接することです。うつ病者に対しては助
言や指導より、ありのまま相手を理解
することが重要で、場合によっては専
門医の受診を勧めることも必要です。

TOPICS 「うつ病研修会」講師
立正大学心理学部
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「安全は、人々の根本的な願いであり、

従業員の安全衛生は、経営理念の実

践、企業存立の基盤をなし、社会的責

任においても欠かすことができない」と

いう安全衛生方針を達成するために、

次の事項を実施しています。

労使が協働で労働安全衛生マネジメ

ントシステムを適切に実施・運用し、安

全衛生活動の活性化を図ることで、安

全で快適な職場環境づくりに努めてい

ます。

また、あらゆる危険・有害要因を排除

するために、方針書、年間活動計画等

を作成し、PDCAの管理サイクルを確実

に回す継続的な安全衛生活動に取り組

んでいます。

不幸にして災害が発生した場合は、

他工場類似災害防止システムを活用し、

速やかに本部へ報告。本部は全職場に

通知し、そして類似災害発生防止を指

示。全職場で類似災害の防止に努めて

います。

2月と8月に「トステム安全の日」を設け、

役員、工場長および安全担当者が相互

に安全巡回を行い、重点テ－マをチェッ

クしたり、問題点を指摘するなどの改善

を行っています。

●安全標語の募集と掲示　●オリジナルワッペン
の着用　●生産本部長からのメッセージ ●安全
講話の実施　●重点テーマの実施　●役員・他
工場長の安全巡回　●安全担当者の相互監査

度数率とは100万延実労働時
間あたりの労働災害件数をも
って災害の頻度を表したもの。
度数率＝休業1日以上の災
害発生件数÷延実労働時
間×1,000,000
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s o c i e t y

山形県鶴岡市立朝陽第二小学校は、

省エネルギーセンターが主催する省エネ

モデル校に指定されており、2002年から

3年間、社会科で環境問題についての

授業を行っています。

今回、仙台ショールームに訪れた小

学6年生の9名は、03年度の環境報告

書を見て社会科見学の申し込みをされ、

3年間の締めくくりとして、当社の仙台シ

ョールームを見学しました。

環境に対する取り組みについての説

明を聞いていただいた後、ショールーム

内を回り「断熱サッシ」や「SW工法の家」

などの省エネ商品に実際に触れ、住生

活とお客様との関わりを学習していただ

きました。

関東統轄支店は、2003年10月2日に

発生したトステム新宿ビル隣の飲食店

火災の際に、迅速な対応と消火活動を

行ったとして、東京消防庁四谷消防署よ

り表彰状を授与されました。

同ビルでは、東洋エクステリアと合同で

7月14日に防火訓練を行っており、火災

時の対応がマニュアル化されていました。

前橋工場は、民家に隣接していること

もあり、地域の方 と々のコミュニケーショ

ンを大切にしています。そこで、鳥羽町

東部自治会の役員の方々をお招きし、

工場見学会を実施しました。

騒音・煤煙・異臭などの観点からご意

見を伺うとともに、03年度に導入した設

備についての説明を行いました。その他

にも、前橋工場が実施している環境活

動を実際に見て、よりご理解を深めてい

ただきました。

2004年3月6日に、毎年恒例のボラン

ティアによるゴミ拾いを開催しました。今

年も下妻工場・藤花工場・関東物流セ

ンター・TLC北関東とトステム労働組合

の下妻ブロック会との共同開催となり、

昨年度の参加者を大きく上回る、242名

もの参加によって大量のゴミを回収する

ことができました。

社会科見学をした鶴岡市立朝陽第二小学校の皆さん

環境という切り口で商品を説明することが今

まで少なかったので「断熱がなぜ環境にいい

のか？」を小学生に分かるように説明するこ

とは、非常にむずかしく、私自身も勉強にな

りました。

言葉で説明することと、目で見て、触って実

際に体験することで、生徒の皆さんが環境問

題を少しでも身近に感じていただけたらと思

います。このような機会があれば、またぜひ

ショールーム見学にいらしてください。（佐藤）

（東北総務課） （仙台ショールーム）（東北総務課）

「火災は発見後の迅速な通報、消
火活動を忠実に行っていただけれ
ばほとんどが小火で防げます。こ
の度は消火活動にご協力いただ
き、まことにありがとうございました」

「防火訓練のおかげで迅速な活動
を行うことができました。皆さんも
万が一に備え、防火訓練の際は
真剣に取り組んでください」

ボランティアによるゴミ拾い

家族も参加したゴミ拾いボランティアの皆さん

地
域
の
自
治
会
を
招
い
て
の

工
場
見
学
会

本社での献血では、女性社員の参加が目立ちました

「現場を実際に見させて
いただき、環境活動にも
確実に取り組まれている
ことがよく分かりました」

本社では、1989年から年に2回「東京

都東赤十字血液センター」の献血に協

力しています。2003年12月10日にも、江

東区大島の本社会議室で献血を実施。

参加者は120名を超えました。

赤十字血液センターによると、11月～

4月までの期間は、献血バスでの回収量

は非常に少なく、この時期、本社周辺

では当社での献血量が一番多いとのこ

と。総務部では、事前に社内にポスタ

ーを掲示し、社員の積極的な参加を促

しています。
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名張工場では、地域住民の皆様との

コミュニケーションを深めるために、年に2

回開催される「名張市ゲートボール大会」

への協賛（トステム杯）を行っています。

現在、大会への参加人員は400名を

数えるほどになり、参加者の方 を々中心

に交流を深めています。

2003年5月10日から2日間にわたって、

「第18回甘木市民祭り」が甘木工場前

の平塚公園で開催されました。

甘木工場では、古代五種競技に参加。

これは、てんびんレース・狩猟レース・い

かだレース・綱渡りレース・環濠レースと

いった、邪馬台国発祥の地といわれる

甘木市ならではの競技です。擦り傷をつ

くりながらがんばった結果、30チーム中、

製造一課チームが2位、製造二課チー

ムが7位と大健闘し、地域の皆様との交

流を深めました。

当社主催の住宅施工例コンテスト

「第14回トータルハウジング大賞」（TH

大賞）の表彰式を、2004年2月17日に、

東京・品川のホテルラフォーレ東京で行

いました。

当日は、487の応募作品の中から大

賞に選ばれた「山田様邸」（設計・施

工／新潟県新潟市、株式会社福田組

フクダハウジング事業部）、準TH大賞に

選ばれた「加藤様邸」（施工／青森県青

森市、森内建設株式会社、設計／M・

S・Z）をはじめ、優秀賞15件、審査員特

別賞5件、奨励賞26件、合計48件の優

秀作品が表彰されました。

2003年8月12日、大生郷工場では、

会社・組合共催行事として「大納涼祭」

を開催。実に6年ぶりとなる今回の納涼

祭は、社員と家族が一緒に楽しめるも

のにするため「綱引き」「大縄跳び」「玉

いれ」などをメインに、スポーツ系の行事

として行いました。

当日はあいにくの雨に見舞われ、実施

場所の変更や一部競技の中止もありま

したが、参加者全員で大いに盛り上が

りました。

甘木工場では、委託していた工場周

辺の緑地管理やゴミ拾いを、今年度か

ら社員と地域のシルバー雇用とで取り

組むことにしました。

シルバー採用は、緑地が広域のため、

現在の社員だけでは手の回らない箇所

において行っていますが、これまでの地

域雇用は構内作業が中心だったことに

対し、シルバー人材の新たな雇用の場

となりました。

また、社員も実際に作業にあたること

で、一人ひとりの地域への環境意識が

高まっています。環境への取り組みを通

じて、地域雇用の機会を広げました。

「住宅の省エネルギーと室内環境問題」
東北大学 大学院教授　吉野 博氏

「住宅の熱・空気環境の実態」
秋田県立大学 助教授　長谷川 兼一氏

「省エネ・快適・健康に配慮した住宅設計とは」
植田優建築工房　植田 優氏

東
京
・
新
丸
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ス
ク

ェ
ア
で
開
か
れ
た「
第
10
回
研
究

助
成
成
果
発
表
会
」

古代五種競技の様子

※なお、財団のこれまでの助成実績は、平成４年の財団
設立以降現在までの累計で300件、助成金額は３億3千
万円までにのぼっています。

緑地管理活動に励むシルバー人材の皆さん 大縄跳びを楽しむ子どもたち

名張ゲートボール協会会長菅尾 導好さん（左）と
名張工場総務課青木 清高（右）

大
賞
を
受
賞
し
た（
株
）福
田
組
様

の
作
品
は
、
古
民
家
を
再
生
し
た

和
風
住
宅

財団法人トステム建材産業振興財団

（潮田健次郎理事長）では、3月9日「第

10回研究助成成果発表会」を開催しま

した。当日は住宅関連企業関係者、報

道関係者を含め約180名が出席しました。

今回は、省エネルギー住宅とシックハ

ウス問題など「21世紀にふさわしい住ま

いと環境～省エネ・快適・健康～」をテ

ーマとした内容で、3名の先生方が発表

されました。
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表紙に掲げたのは、北アメリカ原産の学名「アメリカヤマボウシ」の葉。ミズキの仲間で花が目立つことから、「アメリ
カハナミズキ」とも呼ばれます。日本がアメリカの首都・ワシントンD.C.に贈った桜の苗木へのお礼として、1915年
（大正4年）にアメリカから贈られたことから、花言葉は「返礼」。地球環境への感謝の気持ちを込めて掲載しました。

トステム株式会社　環境室長



会社の動き
1923 ●創業（建具小売業「妙見屋商店」を東京都墨田区に設立）
1949 ●会社設立

1971 ●販売会社6社が合併し、トーヨーサッシ（株）を発足
1974 ●東洋エクステリア（株）設立、エクステリア事業に進出
1977 ●ビバホーム（株）（後にトステムビバ（株）に社名変更）設立、ホー

ムセンター事業に進出

1984 ●（株）アイフルホームテクノロジー設立、在来工法のFC事業に進出
1984 ●TOSTEM宣言
1985 ●トーヨーサッシ（株）、東証2部に上場

●三井軽金属加工（株）グループ入り
●第一木工（株）（現ブライトホーム（株））グループ入り
●明和工業（株）（現トステム可児（株））、メイワ（株）グループ入り
●日鐵カーテンオール（株）、日鐵サッシ販売（株）グループ入り

1986 ●東洋エクステリア（株）、東証2部に上場
●三洋化工（株）（現トステム三洋（株））グループ入り

1987 ●トステムビバ（株）東証2部に上場
●トーヨーサッシ（株）、東証1部に指定替え

1988 ●トステムタイ工場稼動
●新本社ビル竣工

1989 ●トステムビバ（株）東証1部に指定替え
1990 ●東洋エクステリア（株）東証1部に指定替え
1992 ●リフォーム店をFC化、トステムホームウェルチェーン開始

●トステム株式会社に社名変更
●トステムショールーム東京オープン

1995 ●トステムショールーム大阪オープン
●高性能住宅用構造体事業（スーパーシェル、ス－パーウォール）
を開始

2000 ●鈴木シャッター工業（株）（現トステム鈴木シャッター（株））、グル
ープ入り

2001 ●純粋持株会社INAXトステム・ホールディングスを設立するとと
もに、新事業会社トステム株式会社を設立

2002 ●東洋エクステリア（株）の生産・物流部門を吸収
●近畿車輛（株）建材営業部門グループ入り、トステムSD（株）を設立
●INAXトステムグループ内のビルリフォーム事業を統合しINAX
トステム・ビルリモデリング（株）を発足

2003 ●トステム大連工場稼動
●トステムグループ44社一括でISO14001を取得
●日本建鐵エンジニアリング（株）グループ入り、トステム建鐵（株）
を設立
●セキュリティトステム（株）設立、ホームセキュリティ事業に参入

商品と環境活動の歩み

1967 ●木造住宅向けに戸車調整機構を組み込んだアルミサッシ「改良
型太陽」発売

1971 ●掃除しやすい階段式皿板を採用した「ニュー太陽」発売
1974 ●雨戸とサッシを一体化した「雨戸サッシ」発売

1979 ●雨戸にウレタンを充填した防音・断熱・雨戸サッシ「Ｄan」発売
1980 ●天窓「スカイライト」発売

1986 ●標準引違いサッシ「アトモス」発売
●電動ブラインド雨戸「アリーズ」発売

1989 ●システム内装建材「ウッディーライン」発売

1992 ●ポリウレタン発泡の水処方への代替開始

1993 ●「トステム環境ボランタリープラン」策定
●全社環境委員会の発足

1994 ●トリクロロエタン（部品洗浄用）の使用全廃
1995 ●断熱・防露アルミサッシ「サーマル」発売

●高性能住宅構造体パネル工法の開発
●第1回「エコファクトリー成果発表大会」の開催
●ポリウレタン発泡における特定フロンの使用全廃

1996 ●主力3工場に自家発電コ・ジェネレーションシステムを導入
●トステム環境行動計画を公表
●アルミ溶解炉のリジェネバーナーへの更新開始
●トリクロロエチレンによる土壌汚染の調査開始

1997 ●大生郷工場がISO14001認証取得
●リビング建材商品の化粧シートを非塩ビに切り替え完了

1998 ●RDFリサイクル設備およびアルミスラッジ乾燥設備導入開始
●下妻工場が茨城県から「地球に優しい企業の表彰」受賞

1999 ●インテリア断熱サッシ「シンフォニー」発売
●鹿沼工場がISO14001認証取得
●日本サッシ協会「環境問題対策部会」に参加
●梱包材から塩ビを全廃
●大生郷工場、有明工場が「エネルギー管理優良工場表彰」受賞

2000 ●タイ工場がISO14001認証取得
●木質系建材を低ホルムアルデヒド仕様に対応完了
●社内環境教育制度開始
●環境会計の集計開始

2001 ●グリーン調達基準書の策定
●全社的に環境マネジメントシステムを展開
●CO2削減・廃棄物ゼロエミッション・化学物質削減の目標設定

2002 ●携帯キーで施開錠可能な木目調断熱ドア「グランザ」発売
●土壌汚染リスク管理による土壌調査実施
●環境報告書を初めて発行
●商品アセスメントの運用開始

2003 ●ISO14001認証を全社一括取得
●タイプⅡ環境ラベルを導入
●環境配慮型の第1号商品として、次世代標準サッシ「S1ウィン
ドウシリーズ」の断熱サッシシリーズ発売
●システムキッチン「クレディア」、INAXとトステムの共同開発の
システムバスルーム「e-bath BX」がグッドデザイン賞受賞
●前橋工場にNEDO事業として天然ガス用コ・ジェネレーション
システムが本格稼動
●久居工場がESCO事業として天然ガス化に着手
●環境会計監査を実施
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この「トステムエコラベル」は
トステムの商品および事業活動における
環境への配慮を示すためのマークです。

若葉が芽吹き育っていく様と家をモチーフに
クリーンな空気・水を表現しています。
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